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新形式2年目の総会
　　　9月28日 アイボリーで開催

　　　　第24代湯峯郁子校長が就任
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会
員
の
皆
様
、
昨
年
4
月
か
ら
会
長

職
を
引
き
継
ぎ
、
高
校
20
～
40
期
代
を

中
心
と
し
た
執
行
部
の
も
と
、
総
会
の

形
式
を
見
直
す
な
ど
幅
広
い
年
代
層
が

参
加
し
や
す
い
豊
陵
会
を
め
ざ
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
そ
の
歩
み

を
着
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
オ
ン
ラ

イ
ン
と
対
面
で
の
会
員
相
互
の
交
流
の

支
援
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
豊
高

教
育
基
金
の
運
営
に
関
し
て
学
校
と
の

連
携
を
更
に
強
化
す
る
方
向
で
現
役

生
の
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

豊
陵
会
に
は
公
式
H
P
と
公
式

F
a
c
e
b
o
o
k
が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、
会
員

の
方
々
の
ご
活
躍
の
よ
う
す
や
会
員
の

方
々
か
ら
の
有
益
な
情
報
を
提
供
し
て

ま
い
り
ま
す
。
同
期
会
・
ク
ラ
ス
会
の

開
催
や
会
員
の
皆
様
が
行
わ
れ
る
演
奏

会
・
展
覧
会
な
ど
に
加
え
、
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
職
場
や
サ
ー
ク
ル
の
情
報
、

お
薦
め
の
飲
食
店
の
情
報
な
ど
、
幅
広

い
内
容
を
と
考
え
て
い
ま
す
。

F
a
c
e
b
o
o
k
に
は
直
接
投
稿

を
、
H
P
掲
載
に
関
し
て
は
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
焉
を
迎
え
、

対
面
で
の
交
流
で
あ
る
同
期
会
・
ク
ラ

ス
会
の
活
性
化
を
提
唱
い
た
し
ま
す
。

少
人
数
か
ら
で
も
結
構
で
す
の
で
、
総

会
を
開
催
す
る
9
月
28
日
に
合
わ
せ
て

同
期
会
や
ク
ラ
ス
会
の
開
催
を
ご
検
討

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

私
自
身
も
会
長
と
し
て
で
き
る
限

り
、
皆
様
の
と
こ
ろ
に
出
向
い
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
す
で
に
月
例
同

期
会
（
高
18
期
）、
籠
友
会
1
0
0
周

年
記
念
総
会
、
須
賀
寅
充
さ
ん
（
高

16
期
）・
ヤ
ス
コ
W
I
L
D
さ
ん
（
高

18
期
）・
大
澤
美
穂
さ
ん
（
高
43
期
）・

大
石
雅
興
さ
ん
（
高
67
期
）
の
公
演
、

三
島
有
紀
子
監
督
（
高
40
期
）
の
映
画

上
映
会
、
栗
田
明
代
さ
ん
（
高
24
期
）

の
個
展
な
ど
に
お
邪
魔
し
、
直
接
話
を

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き

お
声
が
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

お
願
い
ば
か
り
と
な
り
、
大
変
恐
縮

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
豊
陵
会
員
の
皆
様

方
の
た
め
、
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。

冒
頭
、
平
野
裕
一
会
長
は
能
登
半
島

地
震
被
災
者
へ
の
哀
悼
の
意
を
表
し
た

の
ち
、
新
し
い
取
り
組
み
と
と
も
に
総

括
的
な
学
び
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る

母
校
へ
の
応
援
を
続
け
た
い
と
開
会
の

あ
い
さ
つ
を
し
た
。

会
則
に
も
と
づ
き
平
野
会

長
が
議
長
と
な
り
議
事
が
進

め
ら
れ「
2
0
2
3
年　

活

動
報
告
・
決
算
報
告
」

「
2
0
2
3
年　

会
計
監
査

報
告
」「
2
0
2
4
年　

活
動
計
画
・

予
算
案
」に
つ
い
て
、
森
財
務
幹
事
が
報

告
・
説
明
。
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。
つ
い
で
新
し
い
幹
事
・
評
議
員

が
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
今
年
の
総

会
を
9
月
28
日（
土
）午
後
ホ
テ
ル
ア
イ

ボ
リ
ー
で
開
催
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

た
。（
昨
年
同
様
、
総
会
後
の「
同
期
会

や
ク
ラ
ス
会
」開
催
に
つ
な
が
る
よ
う
、

「
土
曜
日
開
催
」「
茶
話
会
形
式
」で
）

部
会
報
告
で
は
松
本
会
報
部
会
長
か

ら
次
号
の
発
行
予
定
と「
同
期
会
の
運

営
」や「
総
会
へ
の
思
い
」に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
依
頼
が
あ
り
、
永

井
資
料
室
部
会
長
か
ら「
修
学
旅
行
写

真
展
」実
施
の
報
告
が
あ
っ
た
。
総
会
の

運
営
に
つ
い
て
古
川
副
会
長（
総
会
実
行

委
員
長
）が
全
般
報
告
を
行
な
い
、
昨
年

の
実
績
を
も
と
に
今
年
は
さ
ら
に
工
夫

を
加
え
て
、「
幅
広
い
世
代
の
参
加
」を

広
め
て
ゆ
く
方
針
を
述
べ
た
。

過
去
、
総
会
参
加
者
は
2
0
0
8
年

の
約
3
0
0
名
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
減

少
傾
向
を
辿
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
は
さ
ん

で
リ
ア
ル
開
催
復
活
初
年
の
2
0
2
2

年
は
95
名
に
留
ま
っ
た
対
応
も
あ
り
幹

事
・
評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
次
の
よ

う
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
。

①
従
来
の
日
曜
開
催
を
土
曜
開
催
に

変
更②

総
会
後
に「
同
期
会
や
ク
ラ
ス
会
」

を
開
催
し
や
す
い
よ
う
に
、「
茶
話
会
方

式
」に
変
更
し
、
参
加
費
も
抑
え
て
気
軽

に
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
す
る

③「
優
待
期
」（
特
に
若
年
世
代
）を
拡

大
す
る

④
あ
ら
た
に
総
会
前
に
母

校
訪
問
・
見
学
の
機
会
を
設

け
て
新
た
な
参
加
動
機
や
機

会
を
増
や
す

こ
れ
ら
を
試
み
た
結
果
、

2
0
2
3
年
度
の
総
会
出
席
者

は
1
2
3
名
と
前
年
比
3
割
増
ま
で
復

元
し
た
。
た
だ
し
、
優
待
期
で
あ
る「
卒

業
5
年（
大
学
生
世
代
）ま
で
」の
参
加
者

が
1
名
、「
卒
業
10
年
・
25
年
・
50
年
」

の
参
加
者
が
卒
業
50
年
目
の
高
25
期
の

み
13
名
と
、
幅
広
い
世
代
の
参
加
拡
大

に
つ
い
て
は
課
題
が
残
る
結
果
と
な
っ
た
。

同
期
会・ク
ラ
ス
会
等 

活
性
化
を

会
長
　
平
野
裕
一
（
高
32
期
） 

　
決
算・新
年
度
活
動
予
定・予
算
他
を
承
認

2
月
10
日
、
ホ
テ
ル
ア
イ
ボ
リ
ー
で
63
名
出
席

古
川
実
行
委
員
長
は
、
今
年
は
さ
ら
に

工
夫
を
加
え
て
「
茶
話
会
形
式
の
総
会
」

を
継
続
、「
幅
広
い
世
代
の
参
加
」
を
広
め

て
ゆ
く
方
針
を
述
べ
、
対
象
幅
を
広
げ
た

優
待
期
の
会
員
が
よ
り
多
く
参
加
す
る
よ

う
に
、
同
期
会
・
ク
ラ
ス
会
・
ク
ラ
ブ
会

合
な
ど
の
同
日
開
催
を
幹
事
・
評
議
員
に

呼
び
か
け
た
。

昨
年
総
会
後
に
開

催
の
同
窓
懇
親
会
に

は
、
15
期
傘
寿
記
念

同
期
会
、
25
期
3
年

B
組
ク
ラ
ス
会
の
別

会
場
も
含
め
、
12
期

か
ら
41
期
ま
で
1
0
5

名
が
参
加
、
う
ち
総

会
出
席
は
38
名
で

あ
っ
た
。

開
催
事
例

昨
年
9
月
、
高
校

25
期
3
B
の
ク
ラ
ス

会
を
ホ
テ
ル
ア
イ
ボ

リ
ー
で
開
き
ま
し
た
。

卒
業
し
て
50
年
、

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
」

の
年
次
で
も
あ
り
、
幹

事
ら
が
豊
陵
会
総
会

に
出
た
あ
と
、「
榧
の

間
」
に
移
動
。
21
人
が

集
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
延
期
が
続
き
4

年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。

そ
の
間
に
恩
師
の
藤
上

幸
作
先
生
が
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
会

を
「
偲
ぶ
会
」
と
し
て

献
杯
も
お
こ
な
い
、
出
席
者
か
ら
「
近
況

＆
藤
上
先
生
に
一
言
」
の
ス
ピ
ー
チ
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。今
年
も
秋
に
開
催
予
定
で
す
。

（
中
村
正
男
）

2
0
2
4
年
度
　
第
1
回
幹
事・評
議
員
会

豊陵会ホームページ

豊陵会FBグループページ

今年も「茶話会形式の総会」を開催
　アトラクションに軽音楽部出演、バザーを再開

同期会などに総会同日開催を呼びかけ
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アトラクションで熱演の「トヨスイ」

新たな試みで
令和5年度総会を開く
～幅広い年代層の会員出席を求めて～

新型コロナの5類移行後、初めての総会を令和5年9月23日
（土）、ホテルアイボリーで開催、黙とうに続いて古川副会
長の司会により総会次第が進められた。

平野会長は、高坂前会長より16期後輩であり、4月にバト
ンを受け継いで以来、幹事・評議員会での検討を重ね、若い
年代層がより出席しやすい土曜に参加費を考慮した茶話会形
式での総会開催となったことを新任の挨拶とともに報告され
た。

来賓の中原校長は豊陵会の日頃の支援に感謝を述べ、「豊
陵祭（文化祭）には2日で約5千人の来場とコロナ感染予防で
途切れていた生徒たちの活動も復活し、逞しくかつ楽しんで
おり、教職員一同見守っている」と母校の現況を報告された。

また総会の前には新たな試みとして希望者への母校見学会
が実施され、総会後にはホテルアイボリーでクラス会や同期
会が開催できるように企画されていた。

毎回好評の在校生シリーズのアトラクションには吹奏楽部
が出演、1、2年生30名による演奏は迫力があり、坂本九コ
レクションなど出席者の心に残る音を響かせていた。最後の

校歌斉唱は高11期の中野寛成顧問が指揮を執り大いに盛り上
がった。

出席者は総会123名、学校見学会42名、クラス会・同期会
105名と重複出席も含め復活の兆しはあるものの新卒から卒
業5年までの招待会員の出席はただ一人という結果に終わり、
豊陵会の将来発展に向けた出席率向上のためには企画に一層
の工夫が求められる。

なお旧制豊中中学16回生で豊陵会第15代会長の鳥井道夫
様のご縁で、サントリーホールディングス㈱に茶話会と懇親
会用ビバレッジの変わらぬご支援を得られることには感謝で
ある。

令和6年度総会は9月28日（土）開催、ホームカミング優
待は高26・51・66期、招待は高72 ～ 76期、総会後に開催
のクラス会・同期会やクラブ会にも多くの会員が集う機会と
なることが期待される。

会場、競技方法、参加申し込み方法など
の詳細は、
　豊陵会ホームページ

（https://www.houryou.org）
　豊陵会公式フェイスブック

（https://facebook.com/groups/	
　1686870608250342/）

に6月下旬、案内の予定です。

今年は10月3日（木）
箕面ゴルフ倶楽部

で開催

第23回豊陵会親睦
ゴルフコンペ

奮って
ご参加
ください!

平野会長と41期等の皆さん

学校史に関する記念碑を見学 高8新宮晋氏制作のモニュメント「風と光」

「豊陵資料室」で学校史を顧みる百周年記念事業「豊陵ホール」の紹介

⃝学校見学会 総会に先立ち、13時から学校見学会が開催された
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豊陵会東京支部では、例年7月に総会・懇親会を
開催しております。懇親会では各界で活躍されている同窓生を

アトラクションにお迎えし、
素敵な演奏などを披露して頂いております。
昨年度は、中19回から高72期までの120名を

超える方々の出席を頂きました。
世代は違えども同窓のつながりの期を超えた

熱く楽しい交流が各テーブルで繰り広げられました。
関東圏にお住まいの方は、どうぞご参加頂き

懐かしい方々との癒しの時間をお過ごしください。

2024年度東京支部総会・懇親会は7月14日開催予定ですが、
本年度のご参加についてはすでに締切させて頂きました。

大変申し訳ございません。来年以降どうぞよろしくお願い致します。

総会・懇親会の最新情報は、右記の【Facebookページ】
からも確認できますので、ご覧下さい。

【連絡先】豊陵会東京支部　支部長　野村　俊哉（高29期）
E-mail：houryou.tokyo@gmail.com

2023年7月2日　参加者全員での校歌合唱風景
昨年の東京支部総会・懇親会の様子は豊陵会HPの豊陵会ニュースでご覧頂けます。

2024年アトラクション　オペラ歌手（ソプラノ）
幸田浩子さん（高42期）

HP　https://columbia.jp/artist-info/koudahiroko/

今年の中部支部総会は11月16日（土）開催
～「まち歩き」もご参加ください～

昨年11月18日、恒例の中部支部総会を名古屋駅近くの
ルーセントタワーで開催しました。前年に引き続き対面
とオンラインのハイブリッド形式に22人が参加しました。
来賓として校長の中原光子先生、豊陵会新会長の平野裕
一さんをお招きし、夏の大会で硬式野球部がベスト16に
躍進や積極的な海外研修など母校生徒の諸活動、更に豊
陵会の現状などを伺いました。続く講演会では、異色の
アマチュア落語家、駒久家南朝（こまくやなんちょう）
こと、耳鼻咽喉科医の柘植勇人先生にご登壇いただき、
加齢による難聴が引き起こす夫婦喧嘩「あるある」や、
脳に勘違いを起こさせて免疫を上げる秘策など、軽妙で
愉快な演目をご披露いただき、一同お腹を抱えて大笑い
しました。また懇親会では久しぶりにアルコールもいた
だき、お互いの近況報告に花が咲きました。

さて本年度も、総会を11月16日（土）に名古屋市内で
予定しております。講演会は、せわ人会メンバーでもあ
る名古屋工業大学情報工学部教授松尾啓史先生に最先端
のテクノロジーの一端をご紹介いただく予定です。

さらに会員相互の親睦を兼ねて、春と秋に恒例の「ま
ち歩き」を実施し、中部地区の歴史や文化に触れる機会
を増やしていきたいと考えています。昨年は名古屋市内

の四家道と覚王山界隈を散策しましたが、今年もメール
でご案内いたします。

最後になりますが、就職や転居などで当地区に転入の
方は中部支部へご入会いただき、楽しく交流をさせてい
ただきたいと思います。ぜひご連絡をください。お待ち
しています。� （中部支部せわ人一同）

会員登録連絡サイト→

まち歩き

東 京 支 部

中 部 支 部

豊陵会　東京支部のご案内
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学校ニュース
の ペ ー ジ

教
育
基
金
で
海
外
研
修
を
支
援

第
23
代
校
長
　
中
原
　
光
子

令
和
5
年
度
末
を

も
っ
て
任
期
満
了
で

退
職
い
た
し
ま
し
た
。

豊
中
高
等
学
校
の
校

長
と
し
て
二
年
間
勤
務
し
、
豊
陵
会
の
皆
さ

ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

着
任
し
た
令
和
4
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
中
止
や
縮
小
さ
れ
て
い
た
学
校
の
様
々

な
活
動
を
い
か
に
動
か
し
て
い
く
か
が
求
め

ら
れ
る
時
期
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
令
和
4

年
度
末
に
、
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
海
外
研
修
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
百
周
年
実
行

委
員
会
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
の
た

め
に
」
と
募
っ
て
く
だ
さ
っ
た
寄
付
を
も
と

に
設
立
さ
れ
た
「
教
育
基
金
」
に
よ
る
ご
支

援
が
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。
教
育
基
金

委
員
会
が
発
足
さ
れ
、
高
坂
会
長
（
当
時
）

を
初
め
と
す
る
豊
陵
会
の
皆
さ
ま
と
教
育
後

援
会
（
豊
友
会
、
P
T
A
新
旧
会
長
）
の
皆

さ
ま
と
で
、
教
育
基
金
の
活
用
に
つ
い
て
議

論
い
た
だ
き
、「
生
徒
た
ち
に
よ
り
充
実
し

た
活
動
を
さ
せ
て
や
り
た
い
」
と
い
う
熱
い

想
い
に
接
し
、
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
お
か

げ
さ
ま
で
、
令
和
5
年
度
は
、
5
月
に
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
の
高
校
生
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
大

会
へ
の
参
加
、
夏
の
英
国
語
学
研
修
、
3
月

に
は
ベ
ト
ナ
ム
研
修
に
加
え
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
修
学
旅
行
の
写
真
展
」
を
通
じ
て
、

生
徒
た
ち
に
写
真
の
世
界
に
触
れ
る
機
会
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の

応
募
写
真
に
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
表
彰
を
し

て
い
た
だ
き
、
母
校
の
後
輩
た
ち
へ
の
温
か

い
お
気
持
ち
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
様
々
な
形
で
母
校
の
た
め
に

ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
ま
す
こ
と
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

父
が
校
長
を
務
め
た
豊
中
高
等
学
校
に
娘

の
私
が
ま
た
お
世
話
に
な
る
こ
と
と
な
り
、

大
阪
府
で
の
43
年
に
渡
る
教
職
の
最
後
を
迎

え
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
は
、
本
当
に
有
り

難
い
ご
縁
だ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
豊

中
高
等
学
校
の

益
々
の
発
展
と

豊
陵
会
の
皆
さ

ま
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
し
て
、

私
の
退
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

伝
統
と
誇
り
を
継
承

校
　
長
　
湯
峯
　
郁
子

寒
暖
の
乱
高
下
す

る
今
年
の
春
で
し
た

が
、
木
々
の
緑
も
淡
く

鮮
や
か
な
ま
ぶ
し
い
陽

光
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
4
月
1
日
に
、

第
23
代
校
長
中
原
光
子
先
生
の
後
を
受
け
、

着
任
い
た
し
ま
し
た
、
湯
峯
と
申
し
ま
す
。

本
校
で
は
新
た
に
9
ク
ラ
ス
の
新
入
生
を
迎

え
、
明
る
い
声
が
校
内
に
響
き
、
新
学
期
が

始
ま
り
ま
し
た
。

豊
中
高
校
は
創
立
1
0
3
年
、
大
正
10
年

に
大
阪
府
立
第
十
三
中
学
校
と
し
て
開
校
以

来
、
昭
和
・
平
成
・
令
和
の
時
代
を
経
て
、

大
阪
府
の
教
育
を
牽
引
す
る
役
割
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。「
質
実
剛
健
、協
同
進
取
」

の
精
神
の
も
と
、
学
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

部
活
動
や
文
化
・
芸
術
・
体
育
行
事
を
は
じ

め
と
す
る
課
外
活
動
、
そ
れ
ら
を
総
合
的
に

結
び
つ
け
る
課
題
研
究
な
ど
、
幅
広
い
教
養

と
知
識
・
見
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
教
育
的
活

動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
15
年
め
を
迎
え

る
文
部
科
学
省
S
S
H
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
事
業
指
定
、
13
年
め

を
迎
え
る
大
阪
府
G
L
H
S
（
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
ズ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
事
業
指
定
校

と
し
て
、期
待
に
応
え
る
教
育
成
果
を
示
し
、

今
春
の
志
願
倍
率
は
府
立
学
校
で
は
最
も
高

い
1
・
5
倍
を
超
え
る
人
気
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
進
路
結
果
に
お
き
ま
し
て
も
、
現

役
国
公
立
大
学
合
格
者
が
さ
ら
に
増
え

1
4
9
名
と
実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、

教
育
内
容
の
充
実
に
加
え
、
進
路
実
現
も
叶

え
る
粘
り
強
さ
を
、
生
徒
た
ち
そ
し
て
指
導

に
当
た
る
教
職
員
が
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

“
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
”
と
言
わ
れ
る
今
日
、

S
o
c
i
e
t
y
5
・
0
時
代
を
迎
え
社
会

は
加
速
度
的
に
変
化
を
遂
げ
つ
つ
あ
り
、
教

育
の
環
境
、
手
法
も
年
々
進
化
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
も
豊
中
高
校
は
伝
統
と
誇
り
を

継
承
し
次
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
育

て
て
ま
い
り
ま
す
。
豊
陵
会
の
皆
様
の
引
き

続
き
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
て
、
着
任
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

退
任
あ
い
さ
つ

新
任
あ
い
さ
つ

令和5年度の修学旅行写真展の表彰者たち
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4月19日現在、進路指導部が把握した数値を掲載しています。受験し
た生徒からの報告の集計であり、今後到着する結果報告で数値が変わ
る可能性があります。

令
和
6
年
度
の
大
学
入
試
が
終
わ
り
、
進
路
指
導

部
が
4
月
19
日
現
在
で
把
握
し
て
い
る
合
格
者
数
の

集
計
結
果
を
別
表
に
示
し
ま
し
た
。
本
校
H
P
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
結
果
は
、
国
立
大
合
格
者
数
が
昨
年
度

と
比
べ
て
3
名
増
加
し
ま
し
た
。
京

都
大
学
で
は
7
名
（
現
役
3
名
）
が

合
格
し
ま
し
た
。
大
阪
大
学
は
、現
役
、

浪
人
を
あ
わ
せ
て
47
名
合
格
し
ま
し

た
。
な
か
で
も
、
現
役
生
の
34
名
の

合
格
者
は
過
去
10
年
間
の
中
で
3
番

目
に
多
い
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
神

戸
大
学
の
合
格
者
数
は
30
名
（
現
役

17
名
）
で
し
た
。

公
立
大
学
合
格
者
数
は
66
名
（
現

役
50
名
）
で
2
0
2
2
年
度
に
開
学

し
た
大
阪
公
立
大
学
（
旧
大
阪
府
立

大
学
・
大
阪
市
立
大
学
）
の
合
格
者

数
は
42
名
（
現
役
32
名
）
で
し
た
。

国
公
立
を
合
計
し
た
合
格
者
数
は

2
0
8
名（
現
役
1
4
9
名
）で
あ
り
、

特
に
現
役
生
は
、
過
去
10
年
の
中
で

2
番
目
に
多
い
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
は
、
今
年
度
は
全
国

的
に
平
均
点
が
文
系
理
系
と
も
に
昨
年
度
入
試
よ
り

上
昇
し
ま
し
た
。
受
験
後
の
結
果
を
受
け
、
最
後
ま

で
志
望
を
下
げ
ず
に
力
を
伸
ば
し
て
受
験
し
た
現
役

生
が
多
か
っ
た
こ
と
が
、
難
関
大
学
を
含
む
国
公
立

大
学
の
合
格
者
を
伸
ば
し
た
要
因
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
国
公
立
大
学
の
総
合
型
選
抜
（
旧
A
O
入
試
）

や
推
薦
入
試
で
の
合
格
者
は
8
名
で
、
本
校
生
は
昨

今
の
入
試
制
度
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
様
子
も
伺

え
ま
し
た
。
ま
た
、
私
立
大
学
は
同
志
社
大
学
の
合

格
者
が
増
加
し
た
こ
と
が
特
徴
で
す
。

在
校
生
で
あ
る
3
年
生
（
77
期
生
）
は
4
月
の
進

学
希
望
者
の
う
ち
、
大
阪
大
学
へ
の
進
学
希
望
者
が

多
く
、
全
体
の
43
・
9
％
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
全
体
の
92
・
4
％
が
国

公
立
大
学
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
お

り
、
高
い
進
路
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
第
一
志

望
を
貫
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
の
3
年
生
は
新
課
程
で
の
入

試
を
迎
え
、
共
通
テ
ス
ト
入
試
科
目
に

「
情
報
」
や
「
公
共
」
な
ど
が
追
加
さ

れ
ま
す
。
4
月
現
在
多
く
の
大
学
で
対

応
が
判
明
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
情

報
取
集
に
励
み
、
教
職
員
の
情
報
共
有

と
生
徒
へ
の
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
の
実

施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
各
学
年
数
回
の
進
路
講
演

会
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
1
年
生
・

2
年
生
の
進
路
講
演
会
で
は
職
業
観
・

選
択
科
目
を
考
え
て
い
く
上
で
意
義
深

い
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
豊
陵
会
お

よ
び
O
B
の
方
々
に
い
ろ
い
ろ
と
お
願
い
に
上
が
る

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
は
お
力

添
え
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

進
路
指
導
部
か
ら

国公立大学の
合格者が伸びた

令和6年度入試概況

■2024年　大学受験の結果速報 � （　）の数字は現役合格者数

4月1日付の府教育庁による教職員人事異動が発表され
た。中原前校長が3月末で去られ千里高等学校の湯峯前校
長が新校長として着任された。事務室の土佐事務部長なら
びに乾主査が退職され、西成高等学校から橋本事務長なら
びに刀根山高等学校から森主査が着任された。首席は数学
科の宮野淳一教諭から国語科の川口峰広教諭に交代された。
■転出等

校長＝中原光子（満了）、事務部長＝土佐泰豊（退職）、主査
＝乾恵子（退職）、英語＝城台祐樹（府教育センター）、伊藤
貞志（退職）、硴塚桃子（退職）、梅原拓也（退職）、国語＝
綾城幸則（満了）、地歴公民＝羽柿潔（退職）、数学＝平田耕
治（満了）、菊池駿（東淀川）、理科＝児玉和恵（退職）、芸
術＝手代木佑衣子（茨木西）、保健体育＝上林卓也（退職）、
家庭＝上井里美（池田）、主事＝橋爪一樹（契約局建設工事課）

■転入等
校長＝湯峯郁子（千里）、事務長＝橋本知幸（西成）、主査
＝森祐子（刀根山）、国語＝綾城幸則（豊中・期付）、吉見
晃（高槻北）、地歴公民＝小川未来（北千里）、古本篤嗣（期
付）、羽柿潔（豊中・期付）、数学＝高橋由夏（池田）、森田
眞斗（吹田東）、芸術＝山木菜美（なみはや）、保健体育＝
石本美佳（新規）、上林卓也（豊中・期付）、春岡優宏（箕面・
期付）、英語＝浅尾悦司（千里星雲）、音部みはる（咲くや
この花）、堀井凛花（新規）、山脇一輝（大教大付池田校舎）、
副主査＝鈴木浩平（保健医療企画課）

■非常勤講師等
国語＝藤原將修、地歴公民＝石田省三、平井勉、数学＝岡林
裕修、林茂樹、理科（化学）＝阪口洋子、保健体育＝喜多村
宗司、美術＝桑畑健二、書道＝滝川厚子、英語＝楠山百合、
梅原拓也

2024年度　教職員の人事異動

【国立大学】
北海道 3(1)
東北1(1)
筑波1(1)
東京工業2(1)
東京海洋1(1)
東京農工1
横浜国立2(2)
福井1(1)
信州1
静岡1(1)
名古屋1
名古屋工業1
三重1(1)
滋賀2(2)
京都7(3)
京都工芸繊維7(6)
大阪47(34)
大阪教育9(8)
神戸30(17)
奈良女子3(3)
和歌山5(5)
岡山2(2)
広島5(3)
山口1

徳島1(1)
九州2(2)
九州工業2(1)
長崎1(1)
熊本1(1)

【公立大学】
滋賀県立1(1)
京都府立3(3)
京都府立医科2(1)
大阪公立42(32)
神戸市外国語3(3)
兵庫県立13(9)
岡山県立1
山陽小野田市立
山口東京理科1(1)

【私立大学】
自治医科1
青山学院2(2)
学習院1
慶應義塾3
芝浦工業3
上智4(3)
中央3(2)

東京農業2
東京理科11(2)
東洋2
法政1(1)
東京都市2
明治3(3)
早稲田8(6)
京都産業6(3)
京都女子11(11)
京都薬科12(8)
京都橘1
同志社177(110)
同志社女子6(5)
立命館234(164)
龍谷18(15)
大阪成蹊1(1)
大阪医科薬科27(18)
大阪歯科1(1)
大阪工業16(11)
大阪電気通信1
追手門学院1(1)
関西157(111)
関西医科10(8)
関西外国語2(2)
近畿148(111)

摂南2(2)
千里金蘭6(6)
関西学院186(168)
甲南12(10)
神戸学院1(1)
神戸女学院6(6)
神戸薬科4(3)
兵庫医科3(2)
武庫川女子2(2)
大和12(2)
武庫川女子大短大部1(1)

【専門学校】
その他専門学校1(1)

【海外留学】
University of 
Wisconsin
Oshkosh1(1)
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4月から授業は65分に4月から授業は65分に
豊高の授業時間が4月新学期から65分授業になった。
これまで50分7限授業（木曜日のみ6限）だったが、50分区

切りではカリキュラムで求められる「先生の授業を聞いて」「質
疑応答・討議を経て」「自分で考え、自ら学ぶ力を育てる」とい
う目的が十分に達成できなかった。

さらに従来の7限授業では、7限目授業の終りが16時になり、
放課後のクラブ活動などのゆとりがなく、午後からの3限授業は
集中力が落ちること、加えて一日7限あることで予習や課題取り
組みの負担が大きいこと、などから全学年で65分5限授業　15
時15分終了となった。これにより、時間のゆとりだけでなく、
学習への取組も、予習や課題に追われるだけでなく、もっと自
分で考え、自ら学ぶ力を育て、より深く学び、ジックリと問題
に取り組んだり、仲間と協同して学ぶ機会が増えることを期待
している。

文 化 祭「豊陵祭」文 化 祭「豊陵祭」
2023年9月9日（土）、10日（日）、コロナによる制約もはず

れ飲食模擬店も復活、1、2年生の各教室での企画展示とともに
文科系クラブの日頃の活動が披露された。中庭では有志企画の4
バンドが出演、初日の中夜祭には16組が出演した。

能勢分校生の参加による産直品の販売は好評で即完売、本校
生の分校文化祭への訪問もあり相互交流が一層深まりつつある。

体 育 祭体 育 祭
2023年5月31日（水）、あいにくの小雨で予定より1時間遅れ

でスタート、午前の部で自治会競技とクラブ対抗リレーがカッ
トされ、午後の部は応援合戦含め全てのプログラムが実施された。

昨年開催時の保護者入場制限もなくなり、全校で紫・青・黒・
赤の4団に編成された応援団の躍動ぶりも素晴らしく、力強い競
技と熱のこもったパフォーマンスで盛り上がる体育祭が開催で
きた。

79期生　360名が合格79期生　360名が合格
2024年の豊中高校での入試合格発表は3月19日（月）午前

10時から、昨年と同様に玄関前通路で行われた。今回の志願者
は564人、競争倍率は1.57倍、府下の全日制高校文理学科では
最も高い倍率となった。

2025年からは合格発表のWEB
方式への変更も検討されており、
受験生が志望校の掲示板で合否を
知る方式も今回が最後となるかも
知れない。

76期生　345名が卒業76期生　345名が卒業
～新型コロナが5類に移行しての初めての卒業式～

2月29日（木）午前10時より、第76回卒業証書授与式が体育館
で開催された。当日は曇りがちの寒空ながら、新型コロナウィルス
による制約下の時期が過ぎ、会場では来賓、教職員、保護者の大勢
の出席者に祝福されて345名の76期生が新たな門出を迎えた。

中原光子校長の式辞では来賓ならびに保護者への謝辞に続き、
76期生が今日の日を迎えられたことへの周囲の人々への感謝の気
持ちを忘れずにいることを願いつつ、次のように思いを述べてはな
むけの言葉とされた。

「皆さんは、『ローマ人の物語』等の著作で知られる塩野七生さ
んをご存じでしょうか？　数年前に、その塩野さんが、高校生と対
話する企画がありました。その中で彼女は次のようなことを語って
いました。『日本が今、うまくいっていないと感じるのは、先を読
んでしまうから。目の前のことに集中すること。まずは目の前の山
に登る。そしたら次の山が見える。』と。旅立ちの時を迎えた皆さ
んに、この言葉を贈りたいと思います。進むべき道が自分の中に明
確にあるなら、ためらわず行きましょう。その先にまたちがう景色
がみえるかもしれません。まだ迷いがあるなら、まずは足元を確か
めながらも、ゆっくり一歩を踏み出しましょう。うまくいくにはど
うしたらよいかを頭の中で考えることももちろん必要だと思います
が、必ずうまくいくことを前提にする必要はありません。そこにと
らわれて、考えてばかりでは何も始まりません。目の前にある山に、
ためらわず登ってください。今、日本、そしてこの地球について思
う時、明るい未来よりも先行き不透明な漠然とした不安を帯びた混
沌とした未来を思い描くことが多くなりました。だからこそ、私た
ち人間に求められるのは、自分のことだけでなく、広く社会に目を
向け、自分にできることを考え、自分も他人も幸せに生きていける
よりよい社会を創造する力を発揮することです。豊中高校での三年
間の高校生活の中で、皆さんひとりひとりが、この力を育ててきま
した。これからも、様々な出会いの中で、この力を磨き、発揮して
ほしいと思います。」

今年の卒業歌はRADWIMPSの「正解」♪……あぁ答えがある問
いばかりを教わってきたよ　だけど明日からは　僕だけの正解をい
ざ探しにゆくんだ　また逢う日まで……♪旅立つ76期生全員による
力強い歌声が会場にこだましていた。

2年生の「北海道修学旅行」と写真展2年生の「北海道修学旅行」と写真展
2023年7月4日（火）～ 7日（金）、3泊4日の修学旅行が実施

された。移動は3団に分かれて伊丹と関空から飛行機で往復。ノー
ザンホースパークや富良野の散策、空知川でのラフティング体
験、ホテル近くの会場体育館で親交を深めた学年レクやサプラ
イズ花火などなど、大切な思い出を写真にして47名から修学旅
行写真展に94枚の作品応募があった。

初回の2005年度開催に始まって以来、最も多い作品応募とな
り、例年通り元豊高写真部OBでもある高17期の田中伸忠氏に
審査を依頼し、「豊陵会長賞」の作品1点と「入賞」11名の選定
そして全作品への個別コメントと全体講評も頂戴した。

入賞者への表彰式は、準備の都合で大幅に予定を遅れ2024年
3月22日（金）の三学期終業式後に校長室で実施、同席された
中原校長に母校の後輩たちへの先輩からの温かい気持ちを感じ
てもらえたことも、主催する立場で嬉しい思いである。

94枚の全応募作品をA3サイズにラミネート処理し、審査員講
評を貼付して図書室前の廊下壁面に展示している。3年間の限ら
れた高校生活の間に豊かな才能開花の一助になれば幸いであり、
今後とも多くの作品応募を期待したい。

（高30期　永井　裕　資料室部会長） 

会長賞「北海道、素敵で賞」
（応募時）2年6組　草刈陽向さん作品
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運動部、文化部の活動状況　～ほぼ1000人の生徒が部活動に参加
昨年夏、豊高野球部が夏の大阪大会で大活躍したことをご存じの方も多いと思います。闘病中に万博球場で予選を見て感動し元

気をもらったという方の声も聞かれ、特にベスト8に向けた5回戦は、ネット配信で見た方も多く、2回終了後まで1点リードを保ち、
奇跡を信じるドキドキ感を体験させてもらいました。

この機会に、豊高生の現在の運動部・文化部の活動について学校より情報提供していただきました。
1.運動部593人、文化部394人計987人とほぼ1000人が部活動に参加しています。

詳しくは以下の表をご覧ください。
2.運動部の主な活動状況（戦績）は次のとおりです。

3.�文化部では、大阪府の高校吹奏楽コンクールで金賞・銀賞の常連の吹奏楽部。昨年の豊陵会総会でも素晴らしい演奏を奏でて
くれた同部は94人の大規模の部であることが目に入りますね。
・最近では最大級の女子部員数が続いているダンス部は61人。運動部ではなく文化部に区分されているのですね。
・また、文化部4行目の部員111人の部は何でしょうか？読者の皆さんは分かりますか？

答えは下表右下のQRコードから豊高部活動のページが見られます。ぜひご確認ください。
豊陵会員の方、特に部活動経験者の方は、最近の各部の様子も載っていますよ。

☆�学校から；9月7日（土）、8日（日）は文化祭（豊陵祭）が開催されます。模擬店もありますし3年生のクラ
ス演劇は今や豊高名物。文化部の発表もあり、そして音楽系の部は演奏会があります。アフターコロナ期と
なり、保護者以外の豊陵会員も参観可能ですので、ご都合つかれる方はぜひご来校ください。

部活動の状況
（2023年時点）

部員 マネージャー 合計男子 女子 合計 男子 女子 合計
部活動総合計 495 441 936 1 50 51 987
運動部合計 367 175 542 1 50 51 593
1 陸上 26 12 38 0 1 1 39
2 水泳 15 7 22 0 3 3 25
3 男子ソフトテニス 10 0 10 0 0 0 10
4 女子ソフトテニス 0 8 8 0 0 0 8
5 男子硬式テニス 32 0 32 0 1 1 33
6 女子硬式テニス 0 12 12 0 0 0 12
7 卓球 31 10 41 0 0 0 41
8 女子ハンドボール 0 31 31 0 2 2 33
9 男子バスケット 29 0 29 0 4 4 33

10 女子バスケット 0 16 16 0 3 3 19
11 男子バレー 33 0 33 0 8 8 41
12 女子バレー 0 15 15 0 1 1 16
13 男子バドミントン 41 0 41 0 0 0 41
14 女子バドミントン 0 28 28 0 0 0 28
15 剣道 6 4 10 0 0 0 10
16 サッカー 63 0 63 0 4 4 67
17 アメリカンフットボール 47 0 47 1 15 16 63
18 薙刀 0 32 32 0 0 0 32
19 野球 34 0 34 0 8 8 42

ラグビー部は活動休止中

部員
男子 女子 合計

文化部合計 128 266 394
1 ダンス 0 61 61
2 吹奏楽 20 74 94
3 音楽 2 18 20
4 ? 当ててください 50 61 111
5 茶道 0 15 15
6 華道 1 2 3
7 美術工芸 0 10 10
8 漫画イラスト研究 2 4 6
9 ＥＳＳ 2 4 6

10 サイエンス 39 5 44
11 放送 5 8 13
12 クイズ研究 7 4 11

文芸部は活動休止中

部活動名 2023年（令和5年）の運動部の主な活躍状況（戦績）※高等学校は高校と略記
女子硬式テニス部 大阪高校秋季テニス大会　団体戦予選優勝　本戦進出　ベスト32
男子硬式テニス部 大阪高校秋季テニス大会　団体戦予選優勝　本戦進出　ベスト32
男子バレーボール部 新人大会1次予選（2部）優勝

剣道部
大阪府公立高校剣道錬成大会　女子団体　ベスト16
全国高校総合体育大会大阪府予選男子団体　ベスト32
個人戦で古田翔一さんが全国高校総合体育大会大阪府予選男子個人　ベスト16等活躍

陸上部 近畿ユース大会　山木紘斗さん5000mに出場8位入賞

野球部

全国高校野球選手権大阪大会で43年ぶりの夏大会ベスト16進出
1回戦　対大阪国際15－1（5回コールド）、2回戦　対枚方津田8－0（7回コールド）
3回戦　対豊島10－5、4回戦　対大商大堺3－1
5回戦　対関大北陽3－10（7回コールド）
※強豪校相手に2回終了時3－2とリードする大健闘でした。

（豊高website－学校生活－部活動）
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豊中高校は2015年からスーパーグローバルハイスクール（SGH）の指定を受け、世界的な社会課題の解決に
向け、留学生との交流や海外語学研修などさまざまな活動を行ってきました。2021年の創立100周年記念事業で
は、グローバル人材育成支援を目的に「教育基金」を設立。海外渡航制限の大きな要因だったコロナ感染予防が
緩和され、2023年3月に実施したベトナムフィールドワーク参加者への渡航費一部助成を皮切りに、英国語学研修、
シンガポール国際STEM、スーパーサイエンスハイスクール（SSH）シンガポール研修に基金を活用しました。
歴史的円安により、渡航費用が高騰していますが、教育基金をはじめ、各方面からの資金助成や支援が豊高生

の可能性を広げています。
※教育基金2024年3月末残高31,001,374円を2024年度に繰り越しました。

シンガポール国際STEM（SISTEMICイノベーションチャレンジ）
2023年5月23日～ 30日、面接で決定の生徒3名と引率教員1名が参

加。シンガポール教育省の主催で2年に一度開催される世界最大規模
の高校生科学コンペ。15 ヵ国から62校が参加の中、日本からは豊高
含む3校が参加した。

ベトナム研修
2023年3月2日～ 6日、生徒19名と引率教員2名の21名がホーチミ

ン市でフィールドワークを実施。現地高校との交流、企業訪問、戦争
遺構の見学、現地で働く卒業生に話を聴くなどのプログラムが実践さ
れた。参加した2年生は「現地企業ICONIC社長の安倉氏や旅行会
社勤務の森本氏（本校44期生）の話を聞いて海外で働くことに新た
な夢を持つようになり、フィールドワークを通して直にベトナム文化
を知り得た」ことを大きな成果として振り返りレポートにまとめてい
る。（以上、詳報は会報第106号
に掲載）2024年は3月1日～ 5日
で実施され、生徒15名と引率教
員2名の17名が参加した。2025
年3月にも実施が予定されている。

英国語学研修
2023年7月21日～ 8月2日、 生

徒41名と引率教員2名が参加。バー
ス市でホームステイしながらPrior 
Park Collegeでのインターナショ
ナルプログラムに参加、ヨーロッ
パ中から集まった高校生と一緒に
活動。参加した1年生のひとりは今
回の研修で認識した「ミスを恐れ
ず英会話に挑戦、日本以外の世界
の広さ、自分自身の積極性の開発」
ということを今後の成長につなげ
たいとして感想を寄せている。
2024年も8月に実施が予定されて
いる。

SSHシンガポール研修
2024年3月1日～ 5日、生徒21名と引率教員2名の23名が参加。自

然史博物館・植物園・自然保護区・アートサイエンスミュージアム等
を見学、Catholic High Schoolでの授業体験や生徒間の交流を深め
るグループワークにも参加、市内ホテルでの宿泊とは別に2、3名ずつ
に分かれてのホームステイも経験した。2025年3月にも実施が予定さ
れている。

（以下の研修に関する記事は、山下教頭より写真含む資料提供を受けて作成）

当時の在校生から ～シンディさんとの思い出～
シンディとは3年のクラスで一緒になり、すでに日本語は上手でクラスに溶け込んでい

ました。帰国の際、空港に見送りにいき、ハグを求められましたが、恥ずかしくてできな
かったのがいつまでも心残りに！ 30年ぶりに大阪で再会し、待ち合わせ場所で目が合い、
お互い笑顔になってハグしました。相変わらず日本語が上手でほっとしました。シンディ
へ、日本を愛してくれてありがとう。私が愛する大阪の言葉を一生懸命研究してくれて
ありがとう。（P11参照）� （41期　白木智巳）

コロナ禍明け、海外研修活動を再開
　　　～「豊高教育基金」を活用～国際交流

2018年中之島公会堂前で　
再会した二人

⇧留学時代の楽しい
こぼれ話と感動の再
会についての白木さ
ん寄稿はこちらへ
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「英語の豊高」という定評もある豊中高校。過去にも留学生を受け入れ、
生徒の国際交流を支援してきました。大阪弁と男らしさ、肥満が与える印
象と地域差など、世界共通の課題解決に向けて研究を続ける米国アリゾナ
州立大学人類学教授、シンディ・スターツスリダランさんもその一人です。
現在は米国マンスフィールド財団と日本の国際交流基金が実施する「日米
次世代ネットワーク」の一員としても活躍。教員、生徒、ホームステイ先
の関係者により支えられた豊高での留学生活が、人類学へと続くシンディ
さんの進路を決定づけました。当時の思い出を聞きました。
� （聞き手・村島有紀）

アイダホ州のロータリークラブが募集する交換留学プログラムに応
募して、1987年8月に日本に来ました。当時は、高校生の国際交流が
盛んになり始めたころで、シアトルの飛行場から飛び立った飛行機全
ての乗客が日本への留学生です。初めての日本ですが、母方の祖父
は米国の海軍にいたので、日本の駐留経験があります。日本に対して、
悪いことは一切言わない人で、私の留学が決まったときには、「きっと
楽しいよ」と家族全員で喜んでくれました。

引っ越しが多かったせいか、母はいろんな場所に行き、人と会い多
くの経験を積むことで人生が豊かになるという考え方です。「できる
だけ　あちこちに行ったほうがいいよ　できるだけ多くのところに
行ってすばらしい経験をして」。そんな言葉に後押しされて、日本へ
の留学を決めました。

●楽しかった修学旅行
ホームステイ先は、豊中市にある2階建ての一軒家。ステイ先のお

父さんは英語を話しお母さんからは、毎日平仮名とカタカナ、動詞の
変換などを教えてもらいました。とても良い家庭で、今でも大阪に行
くときには毎回泊まりにいくほど仲良くしています。

米国では本来高校3年ですが、豊高では3年生は受験もあり指導が
難しいということで2年生の2学期から編入し、東北地方への修学旅
行にも参加しました。旅館に泊まるのも新幹線に乗るのも、初めての
経験でとても楽しかったです。おそらく、私が初めての留学生だった
せいか、授業でも、カリキュラムをとても工夫していただきました。
例えば国語の授業は別室で他の先生と勉強し、物理や数学、世界史
の授業はそのまま受けるという感じです。歴史の試験は、試験も英語
で行うなどの配慮がありました。

高校の先生方や生徒たちは、私が早く馴染めるようにととても親切
でした。部活はバレーボールと柔道部。クラスメートとも仲良くなり、
一緒に登校したり下校したりする仲良しグループも出来ました。

振り返ると、米国の高校は転校生が馴染むのがとても難しいのです
が、豊中高校には転校生にとても優しい文化があったと感じます。「友

達になろうよ」と声をかけてもらったり、朝会ったときに「おはよう」
と挨拶をしあったり、何気ない行動がとても大切な思い出になってい
ます。

●大阪弁を研究
日本に来たことそのものが運命だと感じています。生涯を通じた研

究テーマである「大阪弁と男らしさ」。それは、豊中高校から阪急豊
中駅に向かう途中、友達の1人から「シンディは、しゃべり方が男っ
ぽい」と言われ、「えっ」と思ったことからです。

周囲の人の言葉を真似しながら日本語をおぼえていましたが、自分
で話すときに「～な」の語尾を使っていました。外国人が方言を使う
となぜか男っぽい感じがするのです。大阪弁は面白いなと思いました。
英語には日本語のような男言葉、女言葉はありません。ただ、はっき
りストレートな物言いをすると、男っぽく聞こえ、ぼんやりと包むよ
うな表現をすると女っぽく聞こえるという違いです。

1年間の交換留学を経験し、さらに日本語を勉強したいと思いまし
た。1988年夏に米国に帰った後、アイダホ州の高校を卒業。大学で
日本語の勉強をしようと思いましたが、アイダホ州には日本語のコー
スがなかったため、3年次からはオレゴン州にあるウィラメット大学
（Willamette University）で、日本語コースがある国際関係を専攻
しました。大阪弁を話していると、先生から「標準語を習いなさい」
とよく言われたことが、逆に大阪弁についてもっと深く考えるように
なったきっかけかもしれません。

研究対象は大阪にしたい、リサーチするなら大阪しかないじゃない
ですかといつも言ってい
ます。コロナ禍の中でし
たが、日本政府から研究
資金を得て、2022年にも
5カ月間、中学生の次女
と一緒に西宮市内に滞在
しました。次女は今15歳
の高校1年生。日本にと
ても興味を持っていて、
日本語の勉強もしている
ので、とてもうれしいで
す。「できるだけ多くの
経験をして、いろいろな
人たちと出合い人生を
豊かにしてほしい」。そ
う願っています。

【プロフィール】
シンディ・スターツスリダラン Cindi SturtzSreetharan
　アリゾナ州立大学で人類学とグローバルヘルスの講義を担当。日本語、ジェ
ンダー、体重の偏見に関する研究で、全米科学財団、KCCJEE、日本学術振
興会、国際交流基金、安倍フェローシップ（社会科学研究評議会）からのフェ
ローシップを受ける。日本映画「そして父になる」（是枝裕和監督）をテーマに、
大阪弁、標準語が象徴する「らしさ」や、日常的な言語習慣が体重の偏見にど
のように関わっているかを研究している。カリフォルニア大学デイビス校人
類学博士号、オレゴン大学アジア研究修士号、オレゴン州セーラムのウィラ
メット大学で国際関係学士号を取得。共著に「Fat in Four Cultures」（トロン
ト大学出版）など。

アリゾナ州立大学　人類学　教授
シンディ・スターツスリダランさん

1987（昭和62）年～ 1988（昭和63）年在学

米国アイダホ州から豊高へ
　　～留学生に優しい文化～国際交流

シンディさんと2人の娘さん

（左から、41期の大東美登里さん、白木さん、シンディさん）
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◆
著
者
は
西
山
研
究
室
の
1
期
生　
豊
中

中
学
（
ト
ヨ
チ
ュ
ウ
）
第
2
回
生
。
京
大

建
築
学
科
教
授
と
し
て
「
日
本
人
の
す
ま

い
」
に
つ
い
て
の
研
究
と
実
践
で
大
き
な

功
績
を
残
し
た
西
山
夘
三
さ
ん

（
1
9
1
1
～
94
）
の
評
伝
が
発
行
さ

れ
た
。
索
引
を
含
む
4
9
6
ペ
ー
ジ
。
著

者
の
広
原
盛
明
氏
は
西
山
研
究
室
の
第
1

期
生
。
京
都
府
立
大
の
学
長
を
務
め
た
工

学
博
士
・
一
級
建
築
士
・
技
術
士
で
「
都

市
政
策
論
」
な
ど
の
専
門
家
。「
今
の
う

ち
に
西
山
先
生
の
大
き
な
足
跡
を
記
録
に

と
ど
め
て
お
き
た
い
」
と
の
気
持
ち
か
ら

仲
間
と
組
ん
で
著
作
に
専
念
さ
れ
た
と
い

う
。没

後
30
年
。
西
山
大
先
輩
の
こ
と
を
知

る
人
は
少
な
く
な
っ
た
。
ト
ヨ
チ
ュ
ウ
最

初
の
卒
業
生
で
の
ち
に
豊
陵
会
会
長
を
務

め
た
兄
・
夘
二
郎
さ
ん
（
1
9
0
8
～

2
0
0
0
）
と
と
も
に
新
設
の
本
校
へ
大

正
区
の
自
宅
か
ら
「
省
線
」（
現
J
R
大

阪
環
状
線
）
と
阪
急
電
車
を
乗
り
つ
い
で

通
学
し
た
。

記
録
魔
と
言
わ
れ
、
得
意
の
絵
と
文
章

で
6
冊
の
自
伝
を
書
い
た
。「
三
平
」
と

名
づ
け
た
主
人
公
の
目
を
通
し
て
当
時
の

ト
ヨ
チ
ュ
ウ
生
活
を
「
大
正
の
中
学
生
＝

回
想
・
大
阪
府
立
第
十
三
中
学
校
の
日
々

＝
」
と
し
て
出
版
（
筑
摩
書
房
、

1
9
9
2
年
）。
貴
重
な
当
時
の
様
子
を

今
に
残
し
た
の
も
そ
の
1
冊
で
あ
る
。

◆
研
究
者
に
な
る
ま
で　
負
け
ず
嫌
い
の

西
山
さ
ん
に
と
っ
て
ト
ヨ
チ
ュ
ウ
生
活
は

楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
3

月
生
ま
れ
、
そ
れ
で
な
く
て
も
チ
ビ
の
三

平
は
運
動
が
苦
手
で
1
0
0
メ
ー
ト
ル
記

録
走
で
み
ん
な
を
驚
か
せ
る
鈍
足
を
披

露
。
さ
ら
に
中
学
4
年
次
終
了
で
高
等
学

校
受
験
が
で
き
る
「
4
修
制
度
」
が
で
き

た
の
で
挑
戦
し
た
が
失
敗
。
大
変
悔
し

が
っ
て
5
年
生
で
猛
烈
に
勉
強
し
て
全
校

一
番
の
成
績
に
な
り
三
高
受
験
に
合
格
し

た
こ
と
が
評
伝
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

父
親
の
く
び
き
か
ら
逃
れ
た
く
て
京

都
・
三
高
の
寮
生
活
と
ボ
ー
ト
部
に
あ
こ

が
れ
て
入
学
し
た
こ
と
も
分
る
。
京
大
工

学
部
に
入
学
し
て
建
築
学
科
を
選
ん
だ
の

は
「
絵
が
上
手
だ
っ
た
の
で
デ
ッ
サ
ン
や

製
図
の
あ
る
建
築
学
科
で
は
有
利
だ
ろ
う

と
い
っ
た
程
度
の
気
ま
ぐ
れ
な
選
択
」

だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
定
員
15
名
の
建

築
学
科
の
入
試
は
難
関
だ
っ
た
。

建
築
事
務
所
に
勤
務
、
大
阪
歩
兵
連
隊

に
入
隊
後
、
25
歳
で
京
大
大
学
院
生
と
な

り
本
格
的
な
研
究
生
活
「
建
築
計
画
学
の

研
究
」
に
入
る
。
そ
の
後
、
発
足
し
た
ば

か
り
の
住
宅
営
団
研
究
部
調
査
課
技
師
と

し
て
3
年
間
、
戦
時
住
宅
政
策
の
調
査
研

究
に
従
事
す
る
。

◆
研
究
テ
ー
マ
に
3
つ
の
変
身　
評
伝
は

研
究
者
・
西
山
さ
ん
の
研
究
テ
ー
マ
の
変

身
を
3
つ
の
時
代
に
分
け
、
自
伝
を
「
傍

証
」
に
し
な
が
ら
建
築
学
会
や
時
代
の
動

き
に
如
何
に
対
応
し
た
か
を
詳
細
に
述
べ

る
。戦

時
中
（
青
年
期
）
は
大
学
を
離
れ
、

住
宅
営
団
で
庶
民
住
宅
の
「
住
み
方
の
調

査
」
か
ら
始
ま
る
生
活
空
間
の
研
究
▽
戦

後
（
壮
年
期
）
の
都
市
計
画
と
国
土
開
発

の
「
構
想
計
画
」
で
土
地
の
有
効
活
用
を

目
指
し
▽
高
度
成
長
期
（
老
年
期
）
に
は

京
都
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
や
文
化
財
保
護

運
動
に
尽
力
す
る
「
市
民
活
動
家
」
へ
の

変
身
で
あ
る
。

◆
影
響
を
受
け
た
ド
イ
ツ
の
住
宅
思
想　

西
山
さ
ん
が
取
り
組
ん
だ
の
が
「
庶
民
の

住
ま
い
の
実
態
調
査
」
と
、「
生
活
ス
タ

イ
ル
の
改
善
」
を
意
識
し
た
住
宅
設
計

だ
っ
た
。
そ
れ
に
は
第
一
次
世
界
大
戦
後

の
ド
イ
ツ
が
戦
後
の
住
宅
供
給
の
た
め
に

実
践
し
よ
う
と
し
た
思
想
が
影
響
し
て
い

る
。こ

れ
か
ら
の
建
築
家
は
伝
統
的
な
個
人

の
戸
建
て
注
文
住
宅
だ
け
に
目
を
つ
け
る

の
で
は
な
く
▽
勤
労
者
の
生
活
に
必
要
な

す
ま
い
の
要
素
は
何
か
▽
人
間
ら
し
い
生

活
の
適
正
な
住
宅
規
模
は
ど
れ
だ
け
か
…

な
ど
「
機
能
主
義
」
の
考
え
が
大
事
で
、

集
合
住
宅
こ
そ
が
次
世
代
を
担
な
う
▽
そ

れ
に
は
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」「
最

小
限
度
の
費
用
で
最
大
限
の
効
果
」「
平

等
な
生
活
規
模
の
具
現
」
が
目
標
と
さ
れ

▽
「
面
積
の
可
能
な
限
り
の
縮
小
」「
家

賃
の
低
減
」「
住
宅
建
設
の
合
理
化
、
規

格
化
」
が
課
題
と
さ
れ
た
。

こ
の
頃
、
東
大
を
は
じ
め
と
す
る
「
学

生
建
築
研
究
会
」
の
活
動
が
京
大
に
も
及

び
、
西
山
さ
ん
は
「
国
際
建
築
・
大
量
生

産
・
工
業
化
・
規
格
化
・
類
型
化
」
と
い
っ

た
先
端
的
話
題
に
関
心
を
持
ち
、
住
宅
問

題
取
り
組
み
へ
の
端
緒
と
な
っ
た
。
欧
米

で
は
大
量
生
産
シ
ス
テ
ム
と
し
て
テ
イ

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
や
フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
が

喧
伝
さ
れ
、
わ
が
国
の
建
築
界
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
始
め
て
い
た
。

◆「
寝
食
分
離
」「
生
活
空
間
」
な
ど
日
本

独
自
の
問
題
解
決　
西
山
さ
ん
は
こ
れ
ら

の
考
え
に
す
べ
て
共
感
し
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
住
宅
研
究
の
決
定
的
な
「
導
き
の

星
」
と
し
て
、
日
本
独
自
の
問
題
解
決
を

目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

「
日
本
の
部
屋
は
移
動
間
仕
切
り
で
区

切
ら
れ
た
単
な
る
タ
タ
ミ
敷
き
の
空
間
。

『
寝
食
分
離
』『
隔
離
就
寝
』
が
必
要
」

と
提
言
し
た
。
こ
れ
が「
寝
食
分
離
」「
〇

D
K
」
な
ど
画
期
的
な
問
題
提
案
と
な
っ

た
。

◆
幻
と
な
っ
た「
大
阪
万
博
の
会
場
計
画
」

　
西
山
さ
ん
に
と
っ
て
苦
い
思
い
出
は
大

阪
万
博
の
会
場
計
画
が
実
現
し
な
か
っ
た

こ
と
だ
。
大
阪
府
は
会
場
計
画
を
京
大
・

西
山
研
究
室
に
研
究
委
託
し
た
が
、
会
場

計
画
委
員
会
の
原
案
作
成
責
任
者
を
誰
に

す
る
か
と
い
う
段
に
な
り
東
京
・
丹
下
健

三
と
競
合
し
た
た
め
1
年
間
を
前
後
半
に

分
け
、
前
半
を
西
山
さ
ん
、
後
半
を
丹
下

さ
ん
が
担
当
と
決
ま
っ
た
。

「
お
祭
り
広
場
」
を
中
心
に
未
来
都
市

の
モ
デ
ル
を
考
え
た
西
山
案
は
敷
地
全
体

に
パ
ビ
リ
オ
ン
を
分
散
配
置
し
て
田
園
都

市
型
の
未
来
都
市
を
描
い
た
。
し
か
し
後

半
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
と
た
ん
「
お

祭
り
広
場
」
案
は
残
っ
た
も
の
の
、
そ
れ

は
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
位
置
づ
け
に
な
り
、

放
射
状
に
広
が
る
道
路
に
沿
っ
て
パ
ビ
リ

オ
ン
を
配
置
す
る
形
に
変
更
さ
れ
た
。
こ

れ
に
は
政
界
や
関
西
財
界
の
動
き
が
あ
っ

た
と
噂
さ
れ
た
と
い
う
。
以
後
、
西
山
さ

ん
は
計
画
に
直
接
携
わ
っ
て
い
な
い
。

◆
壮
大
な
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
計

画　
西
山
研
究
室
は
昭
和
32
年
、
住
宅
公

団
か
ら
6
0
0
万
坪
に
及
ぶ
「
北
大
阪
丘

陵
地
帯
開
発
計
画
」
の
計
画
作
成
を
住
宅

公
団
か
ら
委
託
さ
れ
た
。
先
年
の
香
里
団

地
計
画
は
公
団
内
で
の
「
参
考
資
料
」
扱

い
だ
っ
た
が
、
今
度
は
違
う
。
大
阪
府
を

中
心
と
し
て
建
築
学
会
な
ど
も
参
加
し
て

の
大
都
市
近
郊
開
発
計
画
の
方
法
論
が
展

開
さ
れ
た
。

西
山
さ
ん
は
単
な
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
は
な
く
同
地
域
の
将
来
の「
開
発
計
画
」

「
大
正
の
中
学
生
」か
ら「
寝
食
分
離
」「
ま
ち
づ
く
り
」ま
で

日
本
人
の
住
ま
い
設
計
に
革
新
を
呼
ん
だ
建
築
家
の
足
跡

京
都
大
学
学
術
出
版
会
が「
評
伝
・
西
山
夘
三
」を
刊
行

西山夫妻が3年過ごした
同潤会アパート（西山画）
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■作品制作、展覧会、子供た
ちのワークショップと大活躍

高8新宮晋さん　2023年7月13日 ～ 9月14
日、大阪中之島美術館で「平行人生　新宮
晋＋レンゾ・ピアノ展」が開催された。「空
気の流れを見えるようにしてくれないか」と
いう言葉で二人の出会いは始まった。以来、
同じ年の二人の国境を越えた夢と冒険の
数々のコラボレーションがなされてきた。二
人が創った驚異の空間と軌跡、そして未来
のプロジェクトを壮大なスケールで紹介する
展覧会であった。その他活動
内容は新宮晋HPよりご覧く
ださい。
� ［新宮晋HP］→

■高29期有志が「風のミュージアム」訪問、
新宮ご夫妻と歓談　2024年4月21日、有志
20人が三田市にある新宮晋「風のミュージ
アム」を見学しました。広大な兵庫県立有
馬富士公園の一角にあるミュージアムで新
宮晋さんによる風の彫刻を観賞していたら、
なんと新宮さんご夫妻が登場。愛らしいキャ
ラクター「サンダリーノ」誕生の秘密や、世
界平和のための次世代を育てる活動などの
お話に、新宮さんの創作への情熱を感じて
一同大感激でした。� （蛯名美佳）

■「インド太平洋の安定＝台湾危機と日本の
課題＝」を講演　高12森本敏さん　10月3
日、豊中市立文化芸術センターで。豊陵会
員中心に400人あまりが参加。NPOリタイ
アメント情報センター（高12竹川忠徳理事
長・阿賀敏雄副理事長）が主催。

■旭日双光章を受章　高19山西洋一さん　
令和5年秋の叙勲で。ホテルアイボリー代表
取締役会長、元豊中商工会議所副会頭。

■日本七宝作家協会展で受賞　高19花谷ふ
みさん　10月17日～ 22日、東京都美術館で
開催の第56回日本七宝作家協会公募展で毎
日新聞社賞を受賞。同10月18日～ 23日の川
西市美術協会展には七宝作品『八重葎』を
出展した。豊陵会報2022年6月第105号の
表紙は花谷さんの七宝作品が飾っている。

■「癒しの音を求めて」　高27三田浩平さん
ピアニスト青山耕太氏と組んでヴァイオリン
演奏会を5月18日豊中市立文化芸術センター
で開催。「癒しの音」を求め続ける三田さん
は「癒しの音楽」CDを豊陵会に寄贈した。

■「読売演劇大賞」の最優秀スタッフ賞に　
高32松井（眞野）るみさん　第31回読売演
劇大賞の最優秀スタッフ賞を受賞。演劇の
脚本をもとに出演者の衣装・振り付け・舞
台装置・照明など脚本を引き立てる役割。「ド
リームガールズ」「ラビットホール」「ラグタ
イムズ」の美術が評価された。1989年のデ
ビュー以後、2005年ブロードウェイ上演の

「太平洋序曲」でトニー賞装置デザイン賞
にノミネートされるなど多くの実績がある。
「演出家よりも脚本を深く読み込んでいるの
ではないか」とまでの評価を得た。

■高40期同士、三島有紀子監督と土橋章宏
脚本の映画が同日に封切り　映画の世界で
も活躍の二人の作品が同じ2月9日に全国で
封切り上映されるという珍しいことがあり、
2月10日の豊陵会幹事・評議員会でも「ぜひ
観に行って！」と話題になった。三島監督の
「一月の声に歓びを刻め」は洞爺湖・八丈島・
大阪堂島を舞台に3つの物語が展開され、監
督自身の幼年期の性被害体験の掘り下げが
「人間の罪のありよう」を考え、「自分にとっ
て大きな作品になった」と言う。原作・脚本
が土橋さんの「身代わり忠臣蔵」は、松の
廊下事件で実は深手を負った吉良上野が幕
府に知られるのを恐れて、乞食生活をしてい
る弟を殿様に仕立ててカムフラージュ。とこ
ろが大石内蔵助と飲み友達になり討ち入り
をめぐって2人の友情が交錯するという奇想
天外なストーリー。

■美しき日本の「秋」を歌う　高42幸田浩
子さん　9月29日ザ・シンフォニーホールで
独唱会を開いた。オペラ出演のほかに、四
季ごとに選んだ「美しき日本のうた」を演奏
会で披露し、CDに収めてきている。3月に、
オルフのカンタータ「カルミナ・ブラーナ」
に出演した。

を
見
出
す
た
め
の
計
画
作
成
を
目
指
し

た
。
学
生
た
ち
と
自
転
車
で
一
帯
を
調
査

も
し
た
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
母
都
市
・
大
阪
か
ら

相
対
的
に
独
立
し
た
都
市
に
す
る
か
、
単

な
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
す
る
の
か
▽
そ
れ

に
適
応
す
る
居
住
者
の
階
層
、
住
宅
供
給

の
方
式
、
交
通
手
段
の
検
討
▽
保
存
緑
地

の
必
要
性
と
経
済
的
・
社
会
的
位
置
づ
け
、

を
3
大
重
要
課
題
に
設
定
し
て
大
阪
大
都

市
圏
の
将
来
像
を
視
野
に
入
れ
た
遠
大
な

開
発
構
想
計
画
を
作
成
し
た
。

も
と
よ
り
一
挙
に
は
実
現
で
き
な
い
。

開
発
計
画
を
段
階
的
に
実
施
す
る
こ
と
も

提
言
し
た
。
大
阪
市
営
地
下
鉄
の
乗
り
入

れ
や
、
そ
れ
に
と
も
な
う
駅
周
辺
を
地
域

全
体
の
中
心
と
し
て
開
発
す
る
、
な
ど
具

体
的
に
提
案
し
た
。

西
山
研
に
と
っ
て
も
高
度
な
専
門
職
を

養
成
す
る
新
制
大
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
し
て
有
効
で
あ
り
、
大
学
院
生
の
将
来

を
切
り
開
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
。
こ

れ
ら
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
り
に
取
り
組
ん

だ
西
山
研
の
第
一
世
代
・
第
二
世
代
の
多

く
は
国
・
公
団
・
地
方
自
治
体
・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
事
務
所
な
ど
多
様
な
職
場
に
進

出
し
て
実
務
経
験
を
積
み
、
大
学
に
研
究

者
と
し
て
復
帰
し
た
と
い
う
。

◆
不
発
だ
っ
た「
京
都
の
再
構
築
計
画
」　

個
人
の
す
ま
い
問
題
の
解
決
に
始
ま
っ
た

研
究
は
都
市
構
造
の
改
革
へ
と
進
展
し
、

昭
和
39
年
、
西
山
研
究
室
は
建
築
雑
誌
に

「
京
都
計
画
1
9
6
4
」
を
発
表
し
た
。

京
都
の
都
市
中
心
部
を
1
0
0
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
高
密
度
の
住
宅
集
団
で
構
成

し
、
古
い
京
都
の
再
構
築
を
提
案
し
た
。

景
観
保
存
と
開
発
と
を
区
分
け
し
た
画
期

的
な
構
想
で
あ
っ
た
が
地
元
で
の
反
応
は

芳
し
く
な
く
立
ち
消
え
と
な
っ
た
。
以
後

西
山
さ
ん
の
活
動
は
限
定
さ
れ
た
区
域
の

「
ま
ち
づ
く
り
」運
動
に
収
斂
し
て
ゆ
く
。

西
山
さ
ん
の
研
究
活
動
の
原
点
は
、
い

わ
ば
社
会
主
義
的
発
想
に
基
づ
く
と
思
わ

れ
、
こ
れ
が
必
ず
し
も
す
べ
て
の
人
に
支

持
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
大
阪
万

博
の
一
件
で
も
そ
う
い
う
動
き
が
あ
っ
た

ら
し
い
こ
と
が
評
伝
で
も
示
唆
さ
れ
て
い

る
。
と
に
か
く
負
け
ず
嫌
い
・
堂
々
と
大

道
を
ゆ
く
研
究
者
だ
っ
た
こ
と
が
分
る
。

◆
ま
ち
の
主
人
公
は
私
た
ち
住
民　
評
伝

は
最
後
に
西
山
さ
ん
の
文
章
を
引
用
し
て

閉
じ
る
。「
私
た
ち
国
民
は
、
誰
か
に
そ

こ
に
住
ま
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
。
地
域
の
主
人
公
は
私
た
ち
住
民
で

あ
る
。
私
た
ち
は
主
権
者
た
る
国
民
と
し

て
、
そ
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
管
理
し
、

そ
れ
を
よ
く
し
て
い
く
責
任
を
も
っ
て
い

る
。
地
域
は
住
民
の
『
共
有
物
』
で
あ
る
。

そ
れ
は
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
、
生
涯
を

支
え
て
い
る
基
盤
的
な
環
境
で
あ
る
。
だ

か
ら
私
た
ち
、
そ
こ
で
働
き
、
暮
ら
し
て

い
く
住
民
は
力
を
あ
わ
せ
て
、
そ
こ
を
住

み
よ
く
働
き
や
す
く
、
暮
ら
し
や
す
く
す

る
た
め
、
そ
の
よ
さ
を
守
り
、
さ
ら
に
改

善
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。」

◆
余
談
と
し
て　
ト
ヨ
チ
ュ
ウ
に
通
学
し

た
西
山
兄
弟
は
長
兄
が
早
逝
さ
れ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
お
父
さ
ん
が
大
き
く
育
て
た

鉄
工
所
経
営
を
継
が
ず
に
大
学
研
究
者
の

道
を
選
ん
だ
。

昭
和
40
年
、
兄
の
夘
二
郎
さ
ん
は
第
9

代
の
豊
陵
会
会
長
に
就
任
。
同
44
年
に
小

林
米
三
会
長
（
阪
急
電
鉄
社
長
）
急
逝
の

後
を
受
け
て
会
長
に
再
登
場
。
の
ち
に
大

阪
府
立
大
（
当
時
）
学
長
も
務
め
た
。
こ

の
間
、
昭
和
41
年
の
豊
陵
会
総
会
に
弟
の

夘
三
さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら
の
住
宅
」
と
題

す
る
講
演
を
行
な
っ
て
い
る
。

�

（ 

G 

）

▼
な
お「
評
伝
」
と「
大
正
の
中
学
生
」
は

豊
陵
会
の
蔵
書
と
し
て
収
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
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豊
中
・
豊
高

と
よ
ち
ゅ
う
　
　
　
　
　
と
よ
こ
う

い
ま
・
む
か
し

 

豊
陵
会
総
会
編

旧制豊中中学校卒業生の「同窓会」設立
大正10年（1921）創立の豊中中学校は、大正15年に163名の卒業生を送り出した。同年12月25日に元号が「昭和」となる。「同窓会」

のことが記録に残るのは、昭和5年（1930）7月20日の総会で会則を定め、校長に会長をお願いすることになり、同窓会組織が出来上がっ
た。翌年12月に「同窓会誌」を発行し、同15年12月15日付第10号まで発行されたという記録があるが詳細は不明。
豊中中学校と豊中高校の同窓会「豊陵会」の誕生

大戦中無組織状態だった同窓会は、昭和21年（1946）に復活への動きが始まり、昭和23年（1948）5月の総会で正副委員長（会長）
を選出し、母校創立25周年記念募金で46,000円を寄付した。が、同時にこの年は新制高校発足とも重なり、新学制で豊中高校と合流
し廃校となった市立豊中高女同窓会は合同を辞退したため、将来は高校同窓会が主流を占めることを見越して豊中中学同窓会と新・
豊中高校の同窓会を1本に、その名も「豊陵会」としてスタートすることになった。「総会」の「いま・むかし」はここから始まる。

2024年2月10日に開催された豊陵会幹事・評議員会での「総会」についてのアンケート回答を紹介します。
①初めて総会に参加したのは卒業後何年目くらい？

40数年経ってから/20年くらい/卒業した年/4~5年目/25年目のホームカミングを機会に
②参加したきっかけ

ゴルフコンペに参加して/前評議員からのバトンタッチ/同級生と誘い合って/大阪に戻ってきてつい
アトラクションにひかれて/ホームカミング

③総会の思い出
卒業生の演奏が良かった/現役生の出演が良かった/バザー、オークションが楽しかった/恩師に再会できた

� 期の前後の先輩後輩と再会できたのは嬉しかった/校歌を歌えたのが最高/桂三枝、ざこばの話がおもしろかった

出席者の声
▼楽しいから今年も出席します　高8期　上田（上原）千恵子さん

数年前から小学校時代の同級生と一緒に総会に出席しています。同期仲間と会えるのもうれしいし、生徒の皆さんが演奏する姿を見て「トヨコウ生も
頑張っているな！」と実感します。近所で「トヨコウに合格した」という挨拶を聞くと我が事のように感じます。今年も出席の予定です。ただ、少し会
費がアップしてもいいから小さいケーキとお茶だけで何か物足りません。（談）

▼学校からホテルアイボリー開催へ　高17期　廣瀬純さん
当時の総会は学校体育館開催。私の仕事が建築だったこともあり、役員から会場設営と片付けの指揮・管理を命じられた。力仕事なので相当数の在

校生をアルバイトでお願いし、床一面にビニールシートを張った。テーブルや椅子の移動・設置も大変であった。総会が終了すると直ぐに片付け、翌日
から授業があるので復旧に完璧を期した。当時、私は総会を楽しむような余裕は全くなかった。役員に相談し会場をホテルアイボリーに変更した。会費
は高くなったが私はやっと楽しめるようになった。

西暦

総
会
内
容
の
変
遷
（
会
報
記
事
よ
り
抽
出
）

21
大
阪
府
立
豊
中
中
学
校
　
設
立

⇐会報記事掲載の総会参加者数
⇐会場運営はスマートに

30
旧
制
豊
中
中
学
校
　
同
窓
会
組
織
　
成
立

48
大
阪
府
立
豊
中
高
校
　
設
立

豊
中
中
学
校
・
豊
中
高
校
　
同
窓
会
組
織

「
豊
陵
会
」発
足

⇐アトラクションは楽しい企画で

51
豊
陵
会
　
最
初
の
総
会
　
開
催

（
図
書
室
で
総
会
、
運
動
場
で
園
遊
会
）

学　校（旧校舎）

57
豊
陵
会
　
東
京
支
部
　
創
立
総
会

（
会
場
は
参
議
院
会
館
2
階
F
1
号
室
）

65
（
会
場
は
講
堂
と
食
堂
へ
…
移
行
年
不
詳
）

66
中
学
2
回
　
西
山
夘
三
氏
　
講
演
会
開
催

67
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
　
芸
能
人
起
用
始
ま
る

沖
縄
舞
踊（
高
6
期
　
島
宏
美
）

漫
談
　
藤
田
ま
こ
と

500

演奏家等

69
旧
校
舎
に
集
う
　
最
後
の
総
会

700

70
校
舎
改
築
中
は
豊
中
市
民
会
館
で
開
催

市民会館

71
同
右

800

72
新
築
体
育
館
一
階
　
柔
剣
道
場
で
開
催
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90

40

●意匠案

代表取締役　中田八朗　（高 16 期）

◆幅広い年代層が参加できる総会を目指して
2023年総会より、若手卒業生の出席増のため会費3,000円で「茶話会形式の総会」とし、無料招待は新卒から卒業5年まで、ホームカ

ミング半額優待は卒業10年・25年・50年を対象に会費を1,000円に設定している。総会で酒類が出ないのは物足りないという声も聞かれ
るが、総会後にプラス懇親会でクラス会や同期会が開催可能となり、卒業後に集まる久しい機会として利用拡大していくことが期待される。

◆楽しさ求めるアトラクション企画
1953年5月24日の図書館での総会に触れ、豊陵会報編集者の小山三郎氏（中1）が「総会の記」

に感想を残している。『企画部長高瀬君の苦心の計画になるアトラクションが、百瀬アコーディオン
バンドのビアダルポルカを以てはじまった。高橋淳子さんの独唱、パラマウントガアルズのダンス。
もとの武道場が図書館にかわったことさえおどろきだが、其処で軽音楽の伴奏で、軽羅をまとった
女性のエキゾチックなダンスがおどらされることを、かつて誰が想像したろう！牧先生をはじめ平
井先生、松浦先生等、古い先生方も感慨ふかい面もちでアトラクションを鑑賞しておられた。』（仮
名遣いは原文のまま）

さらに辿ると1966年に西山夘三氏（中2）の講演があり、1967年に島宏美氏（高6）の沖縄舞踊
と藤田まこと氏の漫談、以降1990年まで主にプロの落語家や演奏家が起用されている。今日も大
活躍の明石家さんま氏はじめ有名芸能人の名前が記録に残る。

1967年には家族連れ参加の記述もあり、1981年まで参加者の多い総会は芸能人起用の効果の様
にも推測される。

1992年には、豊陵会元会長の北修爾氏（高13）の講演、その後は元防衛大臣の森本敏氏（高
12）の講演、大澤美穂氏（高43）のピアノ独奏、N響首席チェロ奏者の辻本玲氏（高54）の演奏
披露など、各界で活躍する卒業会員たちがゲスト出演している。

2013年からは母校の吹奏楽部・軽音楽部・ダンス部・音楽部による在校生シリーズ出演で卒業
会員と現役生徒との交流、部活の支援という面で好評を得て今日に至る。

◆食券制を当日会費制に変えての懇親会運営
1965年会報に見る「新卒会員にランチ無料券配布」にはじまると思われる食券制は、その後「ビールとジュースの無料券付

き200円5枚綴や250円4枚綴」さらに「福引券付き」食券へと変化している。
当日会費制は、学校を会場とする1990年のフリードリンク＆フード付き1,500円にはじまり、現在のホテルアイボリーでの

会費制参加につながっている。

73
「
創
立
50
周
年
」記
念
総
会

新
築
校
舎
と
豊
陵
会
館
の
見
学
会
　
開
催

250
　　学　校

プロの落語家、

77
食
券
購
入
制
　
採
用

500

81
新
入
会
員
　
無
料
招
待
制
　
採
用

600

90
当
日
会
費
制
　
採
用

92
総
会
を「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
」と
呼
称

200

卒業会員による講演、演奏等

97
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
25（
卒
業
25
年
）

会
費
無
料
招
待
制
　
採
用

99
会
場
を
ホ
テ
ル
ア
イ
ボ
リ
ー
に
変
更

270
ホテルアイボリー

02
総
会
後
に
母
校
資
料
室
見
学
会
　
開
催

250

08
豊
陵
会
　
中
部
支
部
　
創
立
総
会

（
会
場
は
名
古
屋
市
内「
名
商
グ
リ
ル
」）

300

10
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
25

会
費
半
額
招
待
制
に
変
更

13
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
　
在
校
生
シ
リ
ー
ズ

豊
中
高
校
吹
奏
楽
部
　
演
奏
披
露

在校生シリーズ　クラブの発表等

18
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
ア
ゲ
イ
ン（
卒
業
50
年
）

会
費
半
額
招
待
制
　
採
用

280

20
（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
で
総
会
　
中
止
）

21
同
右

22
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
策
を
講
じ
て
開
催

95

23
茶
話
会
形
式
で
総
会
　
開
催

新
卒
～
卒
業
5
年
　
会
費
無
料
招
待

卒
業
10
・
25
・
50
年
　
会
費
半
額
招
待

総
会
前
に
学
校
見
学
会
　
手
配

総
会
後
に
組
・
同
期
・
ク
ラ
ブ
会
等
　
支
援

123

24
同
右
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■ 高39期
私たち高校39期は、2023

年11月3日に約1年半遅れの
卒業35周年同窓会を行いま
した。場所は大阪の中之島
公会堂内にあるレストラン
＆バル「中之島ソーシャル
イート アウェイク」で、恩
師4人を含めて130人以上が

集まり、旧交を温めました。1次会、2次会あわせて5時間もの長時間に渡っ
て食事をしながらお喋りを楽しみましたが、あっという間に時間が過ぎて
しまいました。次回は還暦で集まる予定です。� （山田竜也）

■ 高28期～入学50年の年に
28期は昨年入学50年の年。全体の同期会はできませんでしたが、以下

の同期会を開き旧交を温めました。今年も豊陵会総会日（9/28）などに
集まれる機会がもてれば良いですね。また、2026年は卒業50年の年とな
りますし、全体同期会も開きたいものです。� （報告者　黒谷仁洋）
写真はG組（7/22　16人）、

J組（9/23　18人　同会場で他
クラス有志懇親会10人）、C組
（11/25　16人　和歌燦会［森
川和歌先生ゆかりの会］として）

■ 高33期燦々会あらうんど還暦同窓会
2023年8月13日、千里阪急

ホテルにて還暦同窓会を開催
しました。
赤いものを身につけるとい

うドレスコードで、北は名寄・
南は福岡、全国から約150名
が集いました。清水智子先生・

山本周一先生をお招きして、聴きごたえある有志のバンド演奏・クラス対
抗期末テスト・西堀先生のお手紙紹介等々。宴のラストは懐かしのDVD
上映でみな胸あつ！でした。
次回古希・喜寿も33期みなでお祝いできますように！！� （幹事　小嶌）

■ 高24期学年同窓会開催報告
2023年9月30日、コ

ロナ禍を隔てて5年ぶり
に大阪・十三のホテル
プラザオーサカで高校
24期同窓会を開催し
128人が集まりました。
卒業50年を越えた開催
となった今回は冒頭か
ら歓談の輪が広がり、
またフォークソング同

好会OBによる歌と演奏や当時校内で撮影された24期生の写真映写も会場
を一層盛り上げました。予定の3時間を超えても話は尽きず、組別の二次
会に移った人も多く、懐かしい顔・思い出・新旧の話題満載の一日となり
ました。� （芳本誠一郎）

■ 高30期
高校30期（1978年卒業）の

同窓会を、2023年10月8日に、
ホテルアイボリーで開催しま
した。一次会は恒例の4時間の
立食（出席いただいた先生方
には席を設けています）、その

後同一会場にて2時間の二次会（こちらは席あり）という、還暦をとっく
に過ぎた高齢者一歩手前の面々には過酷な内容にもかかわらず、一次会
115名、二次会93名、恩師お二人（阪上先生、寺山先生）の出席をいた
だきました。5年に一度の開催予定なので、次回は70歳一歩手前となりま
す。同じ内容で開催が可能なのかどうか、みんな、健康でその時を迎えま
しょう。
同窓会の写真（過去の同窓会の写真も見られます）等は、「豊中高校30

期」で検索すれば見られます。この記事を見るまで同窓会の開催を知らな
かった、という同窓生は、豊陵会事務局までご連絡ください。（名和道紀）

■ 高28期F組同窓会を恩師個展にて開催
書家である秀島先生は「秀

島踏波展」を2年ごとに「画廊
ぶらんしゅ」にて開催され、
初担任となった28期F組はそ
の個展鑑賞と同窓会を卒業以
来続けております。コロナ禍
自粛が明け、6年振りにクラス

全員に声掛けの結果、2024年3月17日、米国在住や関東からの参加もあ
り14名が集いました。懇親会場では「42年振りに再会できた〇〇君」と
など全員が近況を報告し合いとても楽しいひとときでした。
82歳を超えても制作に精を出されている恩師の「これからも書いてい

く」の言葉に大きなパワーを頂きました。背景の作品は阪神大震災の年に
頑張れとの応援の気持ちを込めて書かれた作品で今回の能登半島地震を
受けて改めて応援の気持ちで展示されました。� （河西章宏）

■ 高23期3年E組クラス会
平成27年、卒業から44

年の時を経て開催されたク
ラス会。それから毎年の開
催となりましたが、その後
コロナ禍のために、やむを
得ず中止に。令和5年9月
23日、4年振りに集まる事
が出来ました。会場は初め

てのホテル阪神。
今回は残念ながら参加出来なかった方々のメッセージも戴き、参加者の

近況報告とともに分かち合う事が出来て、あっという間の4時間でした。
70の坂を越え、今後どのような開催方法が良いかを話し合い、次回の

再会を願って帰途につきました。� （桑畑健二）

同期会のお知らせ
■ 高19期の皆様へ

19期生有志交流会であるトーク会（由
来は19=トークとtalkの掛詞）世話役の
徳永です。同期では40歳頃から70歳ま
での間、現住所が明確な同期生には往復
はがきで出欠確認をして全体交流会議が
積極的に開催されてきましたが、それ以
降はこの方式で行わない旨、代表幹事か
らメールにて連絡がなされました。それ
に代わる交流会がトーク会で原則メールアドレスを保有する方（全
員には送付出来ないので有志会になります。）対象に交流会を案内
して実施する効率的方式を取っています。そこでお願いですが、メー
ルアドレスを保有しているが未登録でトーク会の案内が来ていない
方は、出来れば添付データが見易いパソコンの、お持ちで無い場合
は携帯のメールアドレスを是非とも下記の私のパソコンメールアド
レス宛氏名付きでご連絡ください。送付して戴ければ、それ以降の
トーク会の連絡を行い、同期生への案内の裾野を拡大致したく、念
願します。どうか宜しくお願い致します。

徳永金三郎　携帯番号090-8808-0353　
　　　　　　メールアドレス　bpbzu707@tcct.zaq.ne.jp
写真）トーク会実施支援のD組クラス会集合写真風景
　　　～トクナガ事務所内交流施設「黄門亭」で実施～
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■ 高15期　傘寿記念同期会リポートについて
令和5年9月23日（土）午後4時30分～

6時30分、ホテルアイボリーにて傘寿記
念同期会を開催しました。参加者には既
にレポートを送付しています。参加されな
かった方もレポートを見れるように、豊陵

会ホームページに掲載しました。ホームページの☆同期会・
クラス会　掲示板☆にアクセスしてアイコンをクリックす
るか、QRコードを読み込むとレポートを見ることが出来
ます。式次第、物故者一覧、出席者全員写真、欠席者近況、
会場スナップと仲田幹事の労作で盛り沢山の内容になって

います。同期会の様子が手に取るように分かります。是非ご一覧下さい。
� （世話役一同）

備に着手した。新たな形としてZoom参加可能な案内状を同期生290余名
に発送し、参加者54名にてホテルグランヴィア大阪の鳳凰の間での開催
に至った。当日は8台の丸形テーブルに適宜着席して和食を賞味しつつ、
全員が発言・歓談し、校歌斉唱で締めくくる盛会となった。
なお、当日Zoom不調のため、3名のZoom参加希望者とは後日、副代

表幹事2名ともどもZoomにて当日の報告の形で写真・情報を共有した。
開催準備に当りお世話になった豊陵会に感謝する。�（代表幹事　谷口邦彦）

■ 高11期同期会の開催ご報告と次回からのお知らせ
第39回同期会を昨年11月26日にホテルアイボリーで開催しました。東

京・静岡からも、総勢35名の参加で久々の交流を深める集いとなりまし
たが、これをもって最終回としました。今後は高齢化が進む中で、従来通
りでの開催が難しいとの思いが強く、有志だけが年に一度､ 毎年決めた日
時に集まり交流できればいい､ との総意で､ 以下の通りに決定しました。
毎年の日時：11月11日・11時。場所:ホテルアイボリーにて。11期の皆さ
ん、仲間を誘ってお気軽に元気でお集まりください。� （世話人一同）
なお､今年は9月28日（土）開催の豊陵会総会へのご出席もご検討ください。

■ 高10期「傘寿＋α会」を開催
令和元年（2019年）6月開催

の「傘寿の会」の余韻も残る11
月29日の幹事会で、「2年後に最
後の同期会を開催、2020年を準
備期間に」と確認。2020年明け

から新型コロナの流行が始まり、通天閣・太陽の塔に赤マーク、交通機関・
会合にはマスク着用、殆どの会合は中止。2021年、2022年と同期会開
催を見送り。
この間、十人十色展・豊十ゴルフ会などでも「開催を」との声は多く、

第8波終息を見定め、幹事会で開催を2023年5月29日（月）と定めて準

■ 籠友会（バスケットボール部OB・OG会）
　 100周年記念総会開催

　　2024年3月30日　豊陵ホール　105名
100周年を機に組織を一新しまし

た。総会では現役生を応援するために
繋がりをより深めようと誓い、横断幕
を男女に寄贈。懇親会では旧姓中学校
時代から100年分の卒業アルバムのク

ラブ写真をスライドショーで鑑賞し、ユニフォームなどの変遷を楽しみま
した。2部では体育館で現役生との親善試合を行い、男女ともに現役生が
勝利。フリースロー大会では世代を超えて大いに盛り上がりました。
ご連絡がつかない方、Facebook・LINE籠友会グループに入会希望の

方はご連絡ください。
幹事長：古澤頼秋（高48）　TEL 090-5159-6430
会　計：門脇徹也（高48）
アドレスstrawhat.t.sunny.5@gmail.com

■ 今年も関東高八会
コロナ禍の中、2023年10月27日（金）、

新宿住友クラブにて関東高八会を開催し
ました。
参加者は下記11名。（写真＝後列左よ

り中野裕・鈴木定爾・西村孝雄・早川泉・
本郷英樹・杉田敏。前列左より高田雄彦・
江野脇正義・伊達仁彦・杉浦篤・小泉賢

司）今回は大阪からの参加者がなく、メッセージとして届けられた大阪の
近況と豊陵会の動きが出席者に読み上げられた。「関東高八会」が今の形
式になって永年の年月を迎えるが、病気等で参加者が年々減ってきている。
参加者からは、個々に現在の日常生活の活動状況の報告を受け、お互いに
健康に留意して、次年度の高八会（本部）および関東高八会でお目にかか
れることを約して散会した。
今年の関東高八会は、2024年10月25日（金）新宿住友クラブで開催

予定です。� （幹事　中野　裕）

■ 高8「清和会」渓のサクラを観る会
3月27日（水）　川西市・猪名川上流の

エドヒガンサクラ群生地
2013年3月にスタートした「清和会」

渓のサクラを観る会を今年も開催しまし
た。ただ、今年は予想に反して天候不順
な日が続き、当日は大半の木がツボミのま
まで、数本のエドヒガンがチラホラ咲いて

いるのが見れただけで、残念ながらサクラを満喫することは叶いませんで
した。今回の参加者は高8期生が8名でした。（他アメリカ人1名が参加）
（一般公開日：3月22日・金～4月1日・月）川西市の指定文化財になっ

ているエドヒガンの群生地（兵庫県のレッドデータブック・絶滅危惧種、
植栽木累計150本、自生木約150本が生育）は今年も市民に人気で前知事
や市長も記念植樹に来られていました。
私たち高8期生全員が86歳になりましたが、今回も弁当を食べながらの

情報交換などの楽しい一時を過ごしました。
昨年の参加者の中で、一人が新年早々に逝去され、もう一人は体調不

良で特別養護老人施設に入居され不参加、来年もこの地で同じように再会
が出来るかどうかはっきりしない状態ながら、お互いの健勝を期しながら
散会しました。� （西詰賢司）

■ 高16同期会（第13回銀杏会）
　 令和5年7月13日（木）

ホテル阪急インターナショナル
2年ごとに開催していた同期会です

が、コロナ禍のため5年ぶりの開催とな
りました。前豊陵会会長の高坂君から
豊中高校の創立100周年事業について
の報告と、寄付金等において16期の皆
さんからの多大なご協力にお礼のご挨

拶がありました。また、遠路仙台から出席された東北大学名誉教授の安井
君から「DNAの傷の修復と健康」と題して、今なお続けておられる加齢
医学の研究について貴重な講話をしていただきました。
久し振りの開催で初めて出席された方もおられ、約60年前の豊高時代

の3年間に、同じ空気の中で過ごした学友達との楽しくて懐かしい時間は
アッという間にお開きとなりました。次回の第14回銀杏会は令和7年6月
頃を予定していますので、多くの方のご出席を楽しみにしています。
� （幹事一同）

■ 高17期同期会
写真上）2023年12月2日（土）　
17期忘年会・がんこ寿司石橋苑
参加者は10名。
写真下）2024年1月25日（木）　
17期　関東地区喜寿祝い会・清澄
庭園（江東区）　参加者は34名。
男女半々で午後1時から8時まで

の賑やかな集いでした。
多くの同期生を知らなかった3年

間だが、豊高生だったと言う共通
事項の同期会で大勢が楽しく集え
ているのは幸せで嬉しいことであ
る。いつまで続くか？
� （廣瀬　純）
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持続可能な社会をめざす、新時代の「グリーン冷媒」

2018年9月4日台風21号の暴風により倒壊した
ヒマラヤ杉が母校に帰ってきました

丸太の原型をそのまま留めた状態で、屋内で展示、保存、移動や、テー
ブルとしての利用が可能な状態で、2023年10月5年ぶりに母校に帰還した。

「両木口を製材機で真っ直ぐに製材した後、樹皮の剝がれやすい部分
と、内部の腐りのボロボロと崩れる部分を除去。両木口面はサンダーに
て研磨を行い、底面にはストッパー付きのキャスターを取り付けました。」

永年豊高の歴史
を見守ってきたヒマ
ラヤ杉として、新た
な時を豊高の校内
で刻むことができた
らと思っております。

「憶念の碑」の意味を伝え続ける
三国金属工業株式会社の慰霊祭に参列

令和5年6月7日に行なわれた慰霊法要に、高6上神幹事はじめ高9大
久保さん、高15越智さん、高18石尾さんの４名が代表として参列し、
花束を供えた。

豊陵会は2023年2月18日の幹事・評議員会で、昭和20年戦時体制下、
当時の三国航空機材(現 三国金属工業株式会社)に学徒動員で派遣され
空爆により犠牲になっ
た豊中中学 宮川馨先
生と学徒8名らを慰霊
し続けている三国金属
工業株式会社の慰霊
祭に、豊陵会として参
列することを決定した。

表紙の言葉　長年、七宝彫金の制作をしてきましたが、最近は音楽を
聴いて、曲のイメージから作品にしています。今回、豊陵会報表紙の
ご依頼を頂き、校歌の歌詞にあります杉と銀杏をイメージして作品に
することにいたしました。60年前の登校時には校門の両側にあった大
きなヒマラヤ杉を思い出しながら制作しました。秋の「ぷりずむ展」
に出品予定しています。� 19期久保田（福谷）雅江

第13回「ぷりずむ展」を開催
高17・18・19期美術部員のぷりずむ展を開きます。
皆様のお越しを会場でお待ちしています。
会期＝10月1日（火）～10月6日（日）
会場＝「画廊ぶらんしゅ」（阪急・石橋阪大前駅南出口から商店街を抜けてすぐ
　　　072－761－2626　池田市天神1－5－16）
出展者＝�高17山縣文則／高18飯田誠、山内慈夫、高19久保田（福谷）雅江

（豊陵会報本号の表紙）、長谷川（岡地）綾子、長谷川（古川）博子、
花谷（仲田）ふみ

編集後記　新しい紙幣の発行が、2024年7月3日に開始されます。五千円札には、
日本初の官費女子留学生の1人としてアメリカに渡った津田梅子。150年前、
当時の日本では考えられなかった「自立した女子、女子のための学校を開こう！」
と、その留学体験が彼女の夢・挑戦の始まるきっかけとなった。今回、コロナ
禍が明けて海外研修に参加した豊高生の国際交流記事を掲載しました。若く、
無限の可能性がある後輩達がさまざまな経験を持ち帰り、さらに成長しグロー
バルに活躍していくことを心より応援しております。今号の編集作業に取り組
む中、会報発行に約20年間携わってこられた高3期の妹尾景行先輩の訃報が
届きました。長年にわたるご尽力に感謝し、謹んで哀悼の意を表します。（松本）

今号の編集部　高37古川圭子（担当副会長）・高46松本耕一（部会長）・
高41村島有紀・高32菅祐子・高28黒谷仁洋・高21伊藤晴康・高9大久保孝・
高8神保雅明

ヤスコWildさん出版記念ミニコンサート
に参加してきました。

高18期杉山泰子（ヤスコWild）さんは、NPO法人関西シャンソン協
会理事長・シャンソン歌手・訳詩家・詩人など活躍されている方。昨秋
パリに滞在した際の多くの写真と日記をブックレットとして出版された記
念に、2024年3月26日（火）に豊中駅前「すてっぷホール」でトークショー
とミニコンサートが行われ、豊陵会や上記協会のメンバー 120名ほどが参
加しにぎわっていました。

第1部は、豊陵会顧問中野寛成氏（高11期）とヤスコさんのトークショー。
中野氏の軽妙なトークによってヤスコさんの滞在日記が楽しく伝わってき
ました。

第2部は、息の合った米津美香氏（高39期）のピアノ伴奏の元、ヤスコ
さんの張りのある歌声で「パリの空の下」などの名曲とMCを堪能しました。

その後、平野裕一豊陵会会長（高32期）が「オーシャンゼリゼ」など2
曲を披露というサプライズがあり、元豊高音楽部部長でもあった中野氏は
「愛の賛歌」と、実はシャンソン曲だった「マイウェイ」を衰えぬ美声で
披露。最後はヤスコさんが旅行中に作曲された絶唱「最後のパリ」で締め、
アンコールでは3人で「オーシャンゼリゼ」を歌うという、会場を大いに
沸かせた素晴らしいコンサートでした。

「会員の会と催し」はチェックすると参加可能な面白い催しがあること
を知ることができました。

この日の集まりについて詳
しくは石尾賢一氏（高18期）
の 寄 稿 を 豊 陵 会 公 式HP
（https://www.houryou.
org/）に掲載しておりますの
でご覧ください。

演題：「2025年の国際情勢と日米同盟の将来」
講師：森本敏元防衛大臣（高12期）

防衛政策、日米同盟等国際政治に精通し民間出身
初の防衛相を歴任。現在も、国際会議等において
防衛政策に寄与すべく日々最前線に立ち続ける一方、テレビ出演、
新聞、雑誌への寄稿も多数。同氏が語る、激動の国際情勢の裏側
と今後とは？

日時：2025年1月21日（火）　開場14:00・開演14:30・終了16:00
会場：豊中市立文化芸術センター・大ホール
チケット代：1,999円　
共催：�NPO法人リタイアメント情報センター（理事長12期竹川忠徳•

顧問11期中野寛成•関西支部長12期阿賀敏雄）
豊高12期生有志一同（代表：麻殖生健治）

協賛：豊陵会 　※剰余金は豊陵会に寄付致します。

豊陵会HPの「会員の会と催し」を見て 森本敏元防衛大臣　特別講演会

向井製材株式会社（45期向井康弘さん：写真左）

左から、平野会長、ヤスコWildさん、
中野顧問
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2024 年豊陵会一般会計予算
収　支　予　算　書　（自 2024 年１月１日　　至 2024 年 12 月 31 日）� （単位：千円）

収　入　の　部 予　　算 前年度予算 支　出　の　部 予　　算 前年度予算
前期繰越収支差額 3,495 3,043 豊 陵 会 報 発 行 費 4,500 4,000

総 会 開 催 費 900 1,300
豊 陵 会 協 力 金 4,600 4,300 学 校 行 事 支 援 金 100 100
一 般 会 費 収 入 3,105 3,150 卒業記念品贈呈費 450 370
寄 付 金 400 200 豊 陵 会 報 部 会 200 200
会 報 広 告 収 入 400 400 豊 陵 資 料 室 部 会 200 110
総会出席会費収入 450 600 IT 推 進 部 会 100 100
総会時販売等収入 10 100 東 京 支 部 補 助 金 150 150
利 息 収 入 0 0 中 部 支 部 補 助 金 100 100
雑 収 入 10 50 事 務 局 費 2,400 2,400

諸 会 議 費 1,000 700
事 務 機 器 使 用 料 500 500
事務用品備品購入代 500 500
事 務 局 光 熱 費 200 170
電 信 電 話 料 130 130
通 信 費 400 300
交 通 費 50 50
慶 弔 費 0 40
振 込 手 数 料 200 200
雑 費 10 10
予 備 費 381 414 

合 計 12,471 11,844 合 　 計 12,471 11,844

2023 年豊陵会一般会計決算
収　支　計　算　書　（自 2023 年 1 月 1 日　　至 2023 年 12 月 31 日）� （単位：千円）

収　入　の　部 決　　算 予　　算 支　出　の　部 決　　算 予　　算
前期繰越収支差額 3,043 3,043 豊 陵 会 報 発 行 費 4,032 4,000 

総 会 開 催 費 1,198 1,300 
豊 陵 会 協 力 金 4,685 4,300 学 校 行 事 支 援 金 60 100 
一 般 会 費 収 入 3,168 3,150 卒業記念品贈呈費 340 370 
寄 付 金 595 200 豊 陵 会 報 部 会 3 200 
会 報 広 告 収 入 499 400 豊 陵 資 料 室 61 110 
総会出席会費収入 1,074 600 IT 推 進 部 会 0 100 
総会時販売等収入 5 100 東 京 支 部 補 助 金 150 150 
利 息 収 入 0 0 中 部 支 部 補 助 金 100 100 
雑 収 入 1 50 事 務 局 費 1,894 2,400 

諸 会 議 費 778 700 
事 務 機 器 使 用 料 183 500 
事務用品備品購入代 130 500 
事 務 局 光 熱 費 168 170 
電 信 電 話 料 96 130 
通 信 費 169 300 
交 通 費 42 50 
慶 弔 費 0 40 
振 込 手 数 料 165 200 
雑 費 2 10 
次期繰越収支差額 3,495 414 

合 　 計 13,073 11,844 合 　 計 13,073 11,844 

貸　借　対　照　表　（2023 年 12 月 31 日現在）� （単位：千円）
資　産　の　部 負 債 及 び 正 味 財 産 の 部

現 金 36 負　　債　　の　　部
郵 便 振 替 2,810 小　　　　　　　計 0
普 通 預 金 3,634 正　味　財　産　の　部
定 期 預 金 12,036 運　 営　 準　 備　 金 3,000 

積　 　　 立　  　 金 12,021 
次 期 繰 越 収 支 差 額 3,495 

（ 内 当 期 収 支 差 額 ） (+452)
小 　 　 　 　 　 　 　 計 18,516 

合 　 計 18,516 合 　 　 　 　 　 　 　 計 18,516 

2023 年豊陵会記念事業特別会計決算
記念事業特別会計は、2023年 12月 31日現在、4,360 千円です。（決算期間中の収支変動は受取利息 36円です。）

豊陵会　2023年決算及び2024年予算

注）収入の部「総会出席会費収入」と支出の部「総会開催費」には同日開催のクラス会・同期会の収支実績を含む。

23 令和6（2024）年6月25日発行



生田神社 名誉宮司 加 藤 隆 久　（高 5期）

服部天神宮 宮司･服部幼稚園 理事長･園長 加 藤 芳 哉　（高 29期）

加藤知徳法律事務所 弁護士 加 藤 知 徳　（高 33期）

服部天神宮 禰宜･服部幼稚園 主事 加 藤 大 志　（高 61期）

編集発行　豊陵会報編集部（大阪府立豊中高等学校・豊陵会事務局内）
発　　行　令和6年6月25日　　発行人　平野　裕一
事 務 局	 〒560-0011　豊中市上野西2丁目5番12号（大阪府立豊中高等学校内豊陵会）
　　　　　  （06）6849-4973（FAX兼用）　ホームページ　https://www.houryou.org
　　　　　メールアドレス　office@houryou.org　
デザイン　風屋合同会社　　印　刷　株式会社広済堂ネクスト

●会員数（2024年4月末日現在）
卒業生数 38,433人／旧職員 894人
現職員 127人／連絡可能者数 21,413人
●会報発行部数
発行部数 23,000部／会員発送数 21,800部／学校配布 1,200部

2024年 9月28日（土）14：30～16：00（受付14：00）
※�総会に先立ち13：00～ 14：00、総会参加者で希望される方には、母校（豊
陵ホール・豊陵資料室）を見ていただく学校見学会を開催しますので、こち
らにもご参加ください。

ホテル アイボリー　3階オーキッドホール
(阪急豊中駅前・ 06-6849-1111）
3,000円 
(茶話会形式） ホームカミング

　卒業10年・25年・50年
	 （高66期、高51期、高26期）　

優待　会費　1,000円

新卒～卒業5年	（高76期～高72期）　　　　　 招
待　会費　無　　料

日時

会場

会費

総会等に出席ご希望の方は、8月31日（土）までに豊陵会事務局に
ご連絡ください。

お申し込み方法 
・FAXの場合は、同封の用紙を使って06－6849－4973
・メールの場合は、office@houryou.org
・電話の場合は、06－6849－4973
　（月水金の10時～15時　常駐）

豊陵会総会への寄贈品提供のお願い
総会出席の皆様が楽しみにされていましたバザーを再開いたします。
寄贈品の受付は 8月31日（土）まで豊陵会事務局で承っております。
その他お問い合わせも含めまして、ご連絡お待ちしております。

≪クラス会・同期会の案内≫

総会後は、クラス会・同期会で集まりましょう‼
※�総会後のホテルアイボリーで『クラス会・同期会』を開催
していただけるよう設定しています。この機会に計画をし
ていただければ幸いです。

当 日　16：30 ～ 18：30
会 費　7,000円
内 容　宴会メニュー（ドリンク付き）

個人、グループを問わず、総会出席とは別に豊陵会事務局に	
お申込みください。

2024年　豊中中学・豊中高校

豊陵会総会のご案内

私たち軽音楽部は、1･2･3年生合わせて
115人で活動しています。部員はみんな穏
やかで優しく、和気あいあいとした雰囲気
で楽しく活動ができています。普段は4～
6人で自由にバンドを組み、校内ライブや
文化祭などのイベントに向けて練習してい
ます。皆さんに楽しんでいただけるよう、
元気に明るく演奏しますので、知っている
曲も知らない曲も手拍子等で盛り上げてい
ただけると嬉しいです！ よろしくお願いい
たします！




